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(57)【要約】
【課題】　機構の簡素化を確保した上でディスク状記録
媒体の搬送時における位置精度の向上を図る。
【解決手段】　ディスクカートリッジから引き出されて
引き込まれる引込方向又は排出されてディスクカートリ
ッジに収納される排出方向へ中心軸方向に直交する方向
において搬送されるディスク状記録媒体によって押圧さ
れて回動されるルートアジャスターを設け、ルートアジ
ャスターにディスク状記録媒体の搬送時にディスク状記
録媒体の外周部が挿入されてディスク状記録媒体の位置
決めを行う位置決め溝が形成された。
　これにより、ディスク状記録媒体を位置決めするため
の構成がルートアジャスターと言う簡素な部材によって
構成され、機構の簡素化を確保した上でディスク状記録
媒体の搬送時における位置精度の向上を図ることができ
る。
【選択図】　　　　図５６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ディスクカートリッジから引き出されて引き込まれる引込方向又は排出されてディスクカ
ートリッジに収納される排出方向へ中心軸方向に直交する方向において搬送されるディス
ク状記録媒体によって押圧されて回動されるルートアジャスターを備え、
　前記ルートアジャスターに前記ディスク状記録媒体の搬送時に前記ディスク状記録媒体
の外周部が挿入されて前記ディスク状記録媒体の位置決めを行う位置決め溝が形成された
　ディスク搬送装置。
【請求項２】
前記ディスクカートリッジに複数の前記ディスク状記録媒体がそれぞれ収納可能な複数の
保持溝が前記ディスク状記録媒体の中心軸方向に並んで形成され、
　前記ルートアジャスターに、前記ディスク状記録媒体が前記排出方向へ搬送されて回動
されたときに前記ディスク状記録媒体が挿入される保持溝と異なる保持溝に挿入されて前
記ルートアジャスターの前記ディスクカートリッジに対する位置決めを行う位置決め用突
部を設けた
　請求項１に記載のディスク搬送装置。
【請求項３】
前記ルートアジャスターの位置決め用突部が、前記保持溝を形成する面に押し付けられる
ようにした
　請求項２に記載のディスク搬送装置。
【請求項４】
前記位置決め用突部に、前記ルートアジャスターの回動時に前記保持溝を形成する面に摺
動され前記摺動される面に対して傾斜された被案内面を形成した
　請求項３に記載のディスク搬送装置。
【請求項５】
前記ルートアジャスターが中立位置を基準として反対方向へ回動可能とされ、
　前記位置決め溝が前記ルートアジャスターの外周面に二つ形成され、
　前記ディスク状記録媒体の前記引込方向への搬送時に前記ルートアジャスターが中立位
置を基準として一方へ回動されて前記ディスク状記録媒体の外周部が一方の前記位置決め
溝に挿入され、
　前記ディスク状記録媒体の前記排出方向への搬送時に前記ルートアジャスターが中立位
置を基準として他方へ回動されて前記ディスク状記録媒体の外周部が他方の前記位置決め
溝に挿入されるようにした
　請求項１に記載のディスク搬送装置。
【請求項６】
前記ルートアジャスターが前記中立位置を基準として一方及び他方へ回動されたときに前
記ルートアジャスターを前記中立位置まで回動させる戻しバネを設けた
　請求項５に記載のディスク搬送装置。
【請求項７】
前記位置決め溝に前記ディスク状記録媒体を案内する案内面を形成した
　請求項１に記載のディスク搬送装置。
【請求項８】
ディスク状記録媒体の搬送方向に延び搬送される前記ディスク状記録媒体を挟んで反対側
に位置される一対のレールと、
　前記一対のレールに回動可能に連結されて前記一対のレールを前記ディスク状記録媒体
の外周面に離接する方向へ平行移動させる複数のリンクアームと、
　少なくとも一方の前記レールに回動自在に支持され回動されることにより前記ルートア
ジャスターによって位置決めされた前記ディスク状記録媒体の外周面を押圧して前記ディ
スク状記録媒体を前記ディスクカートリッジに収納する排出レバーとを設け、
　前記複数のリンクアームの少なくとも一つに引掛部を設け、
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　前記ルートアジャスターに前記引掛部に係合可能な係合部を設け、
　前記ディスク状記録媒体が前記ディスクカートリッジに収納され前記排出レバーが前記
ディスク状記録媒体を押圧する方向と反対方向へ回動されたときに前記リンクアームが前
記排出レバーと同じ方向へ回動され、
　前記位置決め用突部が前記保持溝に挿入された状態において前記排出レバーが前記反対
方向へ回動されて前記リンクアームが前記排出レバーと同じ方向へ回動されたときに前記
引掛部が前記係合部に係合可能とされ、
　前記引掛部が前記係合部に係合したときに前記ルートアジャスターが前記リンクアーム
の回動動作に伴って前記中立位置へ向けて回動されるようにした
　請求項１に記載のディスク搬送装置。
【請求項９】
前記排出レバーが前記ルートアジャスターと同じ方向へ回動可能とされ、
　前記ルートアジャスターの回動中心と前記排出レバーの回動中心とが前記回動中心に直
交する方向において異なる位置に存在し、
　前記排出レバーの前記反対方向への回動時に係合された前記引掛部と前記係合部が摺動
され前記排出レバーと前記ルートアジャスターが所定の位置に回動されたときに前記引掛
部と前記係合部の係合が解除されるようにした
　請求項８に記載のディスク搬送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術はディスク搬送装置についての技術分野に関する。詳しくは、搬送されるディス
ク状記録媒体に押圧されて回動されるルートアジャスターによってディスク状記録媒体の
位置決めを行い機構の簡素化を確保した上でディスク状記録媒体の搬送時における位置精
度の向上を図る技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像データーや音声データーが記録されるディスク状記録媒体を搬送するディスク搬送
装置がある。
【０００３】
　このようなディスク搬送装置には、一対のアーム部と各アーム部の先端部にそれぞれ樹
脂材料によって形成された係止爪が取り付けられ、一対の係止爪によってディスク状記録
媒体を外周側から挟持してアーム部を動作させることによりディスク状記録媒体を所定の
方向へ搬送するように構成されたものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　特許文献１に記載されたディスク搬送装置にあっては、一対のアーム部に取り付けられ
た係止爪によってディスク状記録媒体が外周側から挟持されて保持され、アーム部が動作
されて、例えば、ディスクカートリッジに収納される。
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１０８３１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、特許文献１に記載されたディスク搬送装置にあっては、一対のアーム部及び
各アーム部に取り付けられた係止爪によってディスク状記録媒体を外周側から保持して搬
送するが、各部の組付精度等によってディスク状記録媒体が適正な位置からずれて保持さ
れる可能性があり、保持状態によってはディスク状記録媒体がディスクカートリッジに対
して適正に収納されないおそれがある。
【０００７】
　この場合に、ディスク状記録媒体をディスクカートリッジに収納する際に、ディスク状
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記録媒体をディスクカートリッジ対して適正な位置に位置決めする位置決め機構を設ける
ことが考えられるが、位置決め機構の構成によってはディスク搬送装置に設けられる機構
が複雑になると言う問題が生じてしまう。
【０００８】
　そこで、本技術ディスク搬送装置は、上記した問題点を克服し、機構の簡素化を確保し
た上でディスク状記録媒体の搬送時における位置精度の向上を図ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　第１に、ディスク搬送装置は、上記した課題を解決するために、ディスクカートリッジ
から引き出されて引き込まれる引込方向又は排出されてディスクカートリッジに収納され
る排出方向へ中心軸方向に直交する方向において搬送されるディスク状記録媒体によって
押圧されて回動されるルートアジャスターを備え、前記ルートアジャスターに前記ディス
ク状記録媒体の搬送時に前記ディスク状記録媒体の外周部が挿入されて前記ディスク状記
録媒体の位置決めを行う位置決め溝が形成されたものである。
【００１０】
　従って、ディスク搬送装置にあっては、搬送されるディスク状記録媒体によってルート
アジャスターが回動されるときにルートアジャスターによってディスク状記録媒体が位置
決めされる。
【００１１】
　第２に、上記したディスク搬送装置においては、前記ディスクカートリッジに複数の前
記ディスク状記録媒体がそれぞれ収納可能な複数の保持溝が前記ディスク状記録媒体の中
心軸方向に並んで形成され、前記ルートアジャスターに、前記ディスク状記録媒体が前記
排出方向へ搬送されて回動されたときに前記ディスク状記録媒体が挿入される保持溝と異
なる保持溝に挿入されて前記ルートアジャスターの前記ディスクカートリッジに対する位
置決めを行う位置決め用突部を設けることが望ましい。
【００１２】
　ルートアジャスターにディスク状記録媒体が挿入される保持溝と異なる保持溝に挿入さ
れてルートアジャスターのディスクカートリッジに対する位置決めを行う位置決め用突部
を設けることにより、ディスク状記録媒体の挿入と位置決め用突部の挿入がディスクカー
トリッジの異なる保持溝に対して行われる。
【００１３】
　第３に、上記したディスク搬送装置においては、前記ルートアジャスターの位置決め用
突部が、前記保持溝を形成する面に押し付けられるようにすることが望ましい。
【００１４】
　ルートアジャスターの位置決め用突部が、保持溝を形成する面に押し付けられるように
することにより、位置決め用突部保持溝を形成する面に押し付けられてルートアジャスタ
ーがディスクカートリッジに対する位置決めされる。
【００１５】
　第４に、上記したディスク搬送装置においては、前記位置決め用突部に、前記ルートア
ジャスターの回動時に前記保持溝を形成する面に摺動され前記摺動される面に対して傾斜
された被案内面を形成することが望ましい。
【００１６】
　位置決め用突部に、ルートアジャスターの回動時に保持溝を形成する面に摺動され摺動
される面に対して傾斜された被案内面を形成することにより、被案内面がディスクカート
リッジに案内されて位置決め用突部が保持溝に位置決めされた状態で挿入される。
【００１７】
　第５に、上記したディスク搬送装置においては、前記ルートアジャスターが中立位置を
基準として反対方向へ回動可能とされ、前記位置決め溝が前記ルートアジャスターの外周
面に二つ形成され、前記ディスク状記録媒体の前記引込方向への搬送時に前記ルートアジ
ャスターが中立位置を基準として一方へ回動されて前記ディスク状記録媒体の外周部が一
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方の前記位置決め溝に挿入され、前記ディスク状記録媒体の前記排出方向への搬送時に前
記ルートアジャスターが中立位置を基準として他方へ回動されて前記ディスク状記録媒体
の外周部が他方の前記位置決め溝に挿入されるようにすることが望ましい。
【００１８】
　ルートアジャスターが中立位置を基準として反対方向へ回動可能とされ、位置決め溝が
ルートアジャスターの外周面に二つ形成されることにより、ディスク状記録媒体のディス
ク搬送装置に対する引込方向及び排出方向への搬送時に何れもディスク状記録媒体が位置
決め溝に挿入されて位置決めされる。
【００１９】
　第６に、上記したディスク搬送装置においては、前記ルートアジャスターが前記中立位
置を基準として一方及び他方へ回動されたときに前記ルートアジャスターを前記中立位置
まで回動させる戻しバネを設けることが望ましい。
【００２０】
　ルートアジャスターが中立位置を基準として一方及び他方へ回動されたときにルートア
ジャスターを中立位置まで回動させる戻しバネを設けることにより、ディスク状記録媒体
のディスク搬送装置に対する引込方向及び排出方向への搬送時に何れもルートアジャスタ
ーが戻しバネによって中立位置に回動される。
【００２１】
　第７に、上記したディスク搬送装置においては、前記位置決め溝に前記ディスク状記録
媒体を案内する案内面を形成することが望ましい。
【００２２】
　位置決め溝にディスク状記録媒体を案内する案内面を形成することにより、ディスク状
記録媒体が案内面に案内されて位置決め溝に挿入される。
【００２３】
　第８に、上記したディスク搬送装置においては、ディスク状記録媒体の搬送方向に延び
搬送される前記ディスク状記録媒体を挟んで反対側に位置される一対のレールと、前記一
対のレールに回動可能に連結されて前記一対のレールを前記ディスク状記録媒体の外周面
に離接する方向へ平行移動させる複数のリンクアームと、少なくとも一方の前記レールに
回動自在に支持され回動されることにより前記ルートアジャスターによって位置決めされ
た前記ディスク状記録媒体の外周面を押圧して前記ディスク状記録媒体を前記ディスクカ
ートリッジに収納する排出レバーとを設け、前記複数のリンクアームの少なくとも一つに
引掛部を設け、前記ルートアジャスターに前記引掛部に係合可能な係合部を設け、前記デ
ィスク状記録媒体が前記ディスクカートリッジに収納され前記排出レバーが前記ディスク
状記録媒体を押圧する方向と反対方向へ回動されたときに前記リンクアームが前記排出レ
バーと同じ方向へ回動され、前記位置決め用突部が前記保持溝に挿入された状態において
前記排出レバーが前記反対方向へ回動されて前記リンクアームが前記排出レバーと同じ方
向へ回動されたときに前記引掛部が前記係合部に係合可能とされ、前記引掛部が前記係合
部に係合したときに前記ルートアジャスターが前記リンクアームの回動動作に伴って前記
中立位置へ向けて回動されるようにすることが望ましい。
【００２４】
　引掛部が係合部に係合可能とされ、引掛部が係合部に係合したときにルートアジャスタ
ーがリンクアームの回動動作に伴って中立位置へ向けて回動されるようにすることにより
、ルートアジャスターのディスクカートリッジに対する回動状態に拘わらずルートアジャ
スターが中立位置まで回動される。
【００２５】
　第９に、上記したディスク搬送装置においては、前記排出レバーが前記ルートアジャス
ターと同じ方向へ回動可能とされ、前記ルートアジャスターの回動中心と前記排出レバー
の回動中心とが前記回動中心に直交する方向において異なる位置に存在し、前記排出レバ
ーの前記反対方向への回動時に係合された前記引掛部と前記係合部が摺動され前記排出レ
バーと前記ルートアジャスターが所定の位置に回動されたときに前記引掛部と前記係合部
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の係合が解除されるようにすることが望ましい。
【００２６】
　排出レバーの反対方向への回動時に係合された引掛部と係合部が摺動され排出レバーと
ルートアジャスターが所定の位置に回動されたときに引掛部と係合部の係合が解除される
ようにすることにより、ルートアジャスターが中立位置まで回動されると共にリンクアー
ムが所定の位置まで回動される。
【発明の効果】
【００２７】
　本技術ディスク搬送装置は、ディスクカートリッジから引き出されて引き込まれる引込
方向又は排出されてディスクカートリッジに収納される排出方向へ中心軸方向に直交する
方向において搬送されるディスク状記録媒体によって押圧されて回動されるルートアジャ
スターを備え、前記ルートアジャスターに前記ディスク状記録媒体の搬送時に前記ディス
ク状記録媒体の外周部が挿入されて前記ディスク状記録媒体の位置決めを行う位置決め溝
が形成されている。
【００２８】
　従って、ディスク状記録媒体を位置決めするための構成がルートアジャスターと言う簡
素な部材によって構成され、機構の簡素化を確保した上でディスク状記録媒体の搬送時に
おける位置精度の向上を図ることができる。
【００２９】
　請求項２に記載した技術にあっては、前記ディスクカートリッジに複数の前記ディスク
状記録媒体がそれぞれ収納可能な複数の保持溝が前記ディスク状記録媒体の中心軸方向に
並んで形成され、前記ルートアジャスターに、前記ディスク状記録媒体が前記排出方向へ
搬送されて回動されたときに前記ディスク状記録媒体が挿入される保持溝と異なる保持溝
に挿入されて前記ルートアジャスターの前記ディスクカートリッジに対する位置決めを行
う位置決め用突部を設けている。
【００３０】
　従って、ディスクカートリッジに対するディスク状記録媒体の収納をルートアジャスタ
ーが妨げることがなく、ディスクカートリッジに対するディスク状記録媒体の円滑な収納
を行うことができる。
【００３１】
　請求項３に記載した技術にあっては、前記ルートアジャスターの位置決め用突部が、前
記保持溝を形成する面に押し付けられるようにしている。
【００３２】
　従って、ルートアジャスターのディスクカートリッジに対する位置精度が向上し、ディ
スク状記録媒体をディスクカートリッジの保持溝に確実かつ円滑に挿入することができる
。
【００３３】
　請求項４に記載した技術にあっては、前記位置決め用突部に、前記ルートアジャスター
の回動時に前記保持溝を形成する面に摺動され前記摺動される面に対して傾斜された被案
内面を形成している。
【００３４】
　従って、ルートアジャスターのディスクカートリッジに対する位置決めを確実に行うこ
とができ、ディスク状記録媒体をディスクカートリッジに確実に挿入することができる。
【００３５】
　請求項５に記載した技術にあっては、前記ルートアジャスターが中立位置を基準として
反対方向へ回動可能とされ、前記位置決め溝が前記ルートアジャスターの外周面に二つ形
成され、前記ディスク状記録媒体の前記引込方向への搬送時に前記ルートアジャスターが
中立位置を基準として一方へ回動されて前記ディスク状記録媒体の外周部が一方の前記位
置決め溝に挿入され、前記ディスク状記録媒体の前記排出方向への搬送時に前記ルートア
ジャスターが中立位置を基準として他方へ回動されて前記ディスク状記録媒体の外周部が
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他方の前記位置決め溝に挿入されるようにしている。
【００３６】
　従って、ルートアジャスターによって引込方向及び排出方向への搬送時におけるディス
ク状記録媒体の位置決めを行うことができ、部品点数の削減を図った上でディスク状記録
媒体の位置精度の向上を図ることができる。
【００３７】
　請求項６に記載した技術にあっては、前記ルートアジャスターが前記中立位置を基準と
して一方及び他方へ回動されたときに前記ルートアジャスターを前記中立位置まで回動さ
せる戻しバネを設けている。
【００３８】
　従って、ルートアジャスターは回動方向に拘わらず戻しバネによって中立位置に回動さ
れ中立位置を基準として回動されるため、ルートアジャスターの動作の信頼性の向上を図
ることができる。
【００３９】
　請求項７に記載した技術にあっては、前記位置決め溝に前記ディスク状記録媒体を案内
する案内面を形成している。
【００４０】
　従って、ルートアジャスターの位置決め溝にディスク状記録媒体が確実に挿入され、デ
ィスク状記録媒体の位置精度の向上を簡単かつ確実に行うことができる。
【００４１】
　請求項８に記載した技術にあっては、ディスク状記録媒体の搬送方向に延び搬送される
前記ディスク状記録媒体を挟んで反対側に位置される一対のレールと、前記一対のレール
に回動可能に連結されて前記一対のレールを前記ディスク状記録媒体の外周面に離接する
方向へ平行移動させる複数のリンクアームと、少なくとも一方の前記レールに回動自在に
支持され回動されることにより前記ルートアジャスターによって位置決めされた前記ディ
スク状記録媒体の外周面を押圧して前記ディスク状記録媒体を前記ディスクカートリッジ
に収納する排出レバーとを設け、前記複数のリンクアームの少なくとも一つに引掛部を設
け、前記ルートアジャスターに前記引掛部に係合可能な係合部を設け、前記ディスク状記
録媒体が前記ディスクカートリッジに収納され前記排出レバーが前記ディスク状記録媒体
を押圧する方向と反対方向へ回動されたときに前記リンクアームが前記排出レバーと同じ
方向へ回動され、前記位置決め用突部が前記保持溝に挿入された状態において前記排出レ
バーが前記反対方向へ回動されて前記リンクアームが前記排出レバーと同じ方向へ回動さ
れたときに前記引掛部が前記係合部に係合可能とされ、前記引掛部が前記係合部に係合し
たときに前記ルートアジャスターが前記リンクアームの回動動作に伴って前記中立位置へ
向けて回動されるようにしている。
【００４２】
　従って、ルートアジャスターが確実に中立位置まで回動され、ディスク搬送装置の円滑
な動作状態を確保することができる。
【００４３】
　請求項９に記載した技術にあっては、前記排出レバーが前記ルートアジャスターと同じ
方向へ回動可能とされ、前記ルートアジャスターの回動中心と前記排出レバーの回動中心
とが前記回動中心に直交する方向において異なる位置に存在し、前記排出レバーの前記反
対方向への回動時に係合された前記引掛部と前記係合部が摺動され前記排出レバーと前記
ルートアジャスターが所定の位置に回動されたときに前記引掛部と前記係合部の係合が解
除されるようにしている。
【００４４】
　従って、ルートアジャスターを中立位置まで確実に回動させることができると共にリン
クアームを確実に初期状態まで回動させることができ、ディスク搬送装置の動作の信頼性
の向上を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００４５】
　以下に、本技術ディスク搬送装置の実施の形態を添付図面に従って説明する。ディスク
搬送装置はディスクストレージシステムにおいて、ディスクカートリッジとの間でディス
ク状記録媒体を搬送する機能を有している。
【００４６】
　以下の説明にあっては、ディスクカートリッジからディスク搬送装置へ向けてディスク
状記録媒体が搬送される方向を後方（引込方向）とし、ディスク搬送装置からディスクカ
ートリッジへ向けてディスク状記録媒体が搬送される方向を前方（排出方向）とし、左右
方向は前方から後方を見たときの状態で示し、前後上下左右の方向を示すものとする。
【００４７】
　尚、以下に示す前後上下左右の方向は説明の便宜上のものであり、本技術の実施に関し
ては、これらの方向に限定されることはない。
【００４８】
　［ディスクカートリッジの構成］
　先ず、ディスクストレージシステムに用いられるディスクカートリッジの構成を説明す
る（図１乃至図４参照）。
【００４９】
　ディスクカートリッジ１はケース体２の内部に所要の各部が配置されて成り、ケース体
２は第１のシェル３と第２のシェル４を有している。ケース体２の内部には複数のディス
ク状記録媒体２００、２００、・・・が上下方向に等間隔で収納可能とされている。
【００５０】
　第１のシェル３と第２のシェル４は、例えば、上下方向において結合又は分離可能とさ
れている（図１乃至図３参照）。尚、ケース体２が縦長の状態とされている場合には、第
１のシェル３と第２のシェル４は、左右方向において結合又は分離される。
【００５１】
　第１のシェル３はベース体５とベース体５の後端部に取り付けられた補助ベース６とが
上下方向において結合されて成る。
【００５２】
　ベース体５は上下方向を向くベース面部７とベース面部７の左右両端部からそれぞれ下
方へ突出されたサイド面部８、８とベース面部７の後端部から下方へ突出されたリア面部
９とを有している。
【００５３】
　ベース面部７の中央部には下方へ突出された丸軸状のセンターピン１０が設けられてい
る。
【００５４】
　ベース面部７の前端寄りの位置には下方へ突出された支持軸１１、１１が左右に離隔し
て設けられている。
【００５５】
　補助ベース６の左右両端部における下端部にはそれぞれ側方（外方）及び下方に開口さ
れた溝状の把持部６ａ、６ａが形成されている。
【００５６】
　第１のシェル３の左右両側面部における後端寄りの位置には、それぞれスライダー支持
部３ａ、３ａが形成されている。
【００５７】
　第１のシェル３の支持軸１１、１１にはそれぞれロックレバー１２、１２が回動自在に
支持されている。
【００５８】
　ロックレバー１２の先端部には側方へ突出されたロック用突部１２ａが設けられている
（図４参照）。ロックレバー１２、１２が支持軸１１、１１に支持された状態において、
ロックレバー１２、１２は図示しない付勢バネによってロック用突部１２ａ、１２ａがそ
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れぞれサイド面部８、８に近付く方向へ付勢されている。
【００５９】
　第１のシェル３のスライダー支持部３ａ、３ａにはそれぞれロックスライダー１３、１
３が前後方向へスライド自在に支持されている（図１乃至図４参照）。ロックスライダー
１３、１３はそれぞれ図示しないコイルバネによって前方へ付勢されている。ロックスラ
イダー１３、１３には前後方向における中間部にそれぞれ内方へ突出されたロック部１３
ａ、１３ａが設けられている（図３及び図４参照）。
【００６０】
　第１のシェル３の前端部には開閉パネル１４が取り付けられている（図１乃至図４参照
）。開閉パネル１４には左右に離隔して挿入孔１４ａ、１４ａが形成されている。開閉パ
ネル１４の左右両端部にはそれぞれ外方に開口された挿入用切欠１４ｂ、１４ｂが形成さ
れている。
【００６１】
　第２のシェル４は上下方向を向く基面部１５と基面部１５の左右両端部からそれぞれ上
方へ突出された側面部１６、１６とが一体に形成されて成る。
【００６２】
　側面部１６には、前端部に前方に開口され左右に貫通された第１のロック用凹部１６ａ
が形成され、後端寄りの位置に後方及び外方に開口された第２のロック用凹部１６ｂが形
成されている。
【００６３】
　側面部１６の内面には保持溝１６ｃ、１６ｃ、・・・が形成され、保持溝１６ｃ、１６
ｃ、・・・は上下方向において等間隔に離隔して位置されている。
【００６４】
　第２のシェル４の側面部１６、１６間の後端寄りの位置にはブリッジ部材１７が取り付
けられている（図２参照）。
【００６５】
　ディスクカートリッジ１には、例えば、ケース体２の後面に情報入力手段として情報入
力シート１８が貼付されている（図１及び図２参照）。情報入力シート１８には所定の情
報、例えば、ケース体２の内部に収納されるディスク状記録媒体２００、２００、・・・
間のピッチ及びディスク状記録媒体２００、２００、・・・の収納枚数に関する情報が入
力されている。
【００６６】
　尚、情報入力手段は情報入力シート１８に限られることはなく、例えば、ケース体２に
印刷されたバーコード等の印刷情報やケース体２に埋め込まれた記録チップ等の適宜の手
段を用いることができる。
【００６７】
　以上のように構成されたディスクカートリッジ１において、ディスク状記録媒体２００
、２００、・・・がケース体２の内部に保持される（図１及び図２参照）。ディスク状記
録媒体２００は第１のシェル３と第２のシェル４が分離された状態において、外周部が第
２のシェル４の側面部１６、１６に形成された保持溝１６ｃ、１６ｃに前方から挿入され
てケース体２の内部に保持される。従って、第２のシェル４の前端に位置する開口はディ
スク状記録媒体２００、２００、・・・の第２のシェル４に対する挿入及び取出が行われ
るディスク挿脱口４ａとして形成される。
【００６８】
　第１のシェル３と第２のシェル４が結合され第１のシェル３に開閉パネル１４が取り付
けられてケース体２が構成された状態においては、左右両側部にそれぞれ前後に延びる挿
入溝２ａ、２ａが形成される（図１参照）。挿入溝２ａ、２ａは、後端がそれぞれ第１の
シェル３のスライダー支持部３ａ、３ａに連続され、前端がそれぞれ開閉パネル１４に形
成された挿入用切欠１４ｂ、１４ｂに連続される。
【００６９】
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　［ディスクカートリッジの結合状態］
　以下に、ディスクカートリッジ１の結合状態について説明する（図４参照）。
【００７０】
　第１のシェル３と第２のシェル４はベース体５のベース面部７と基面部１５が上下で対
向した状態で結合されている。
【００７１】
　第１のシェル３と第２のシェル４が結合された状態においては、ロックレバー１２、１
２及びロックスライダー１３、１３によって第１のシェル３と第２のシェル４がロックさ
れている。
【００７２】
　ロックレバー１２、１２は付勢バネの付勢力によってロック用突部１２ａ、１２ａが互
いに離隔する方向（外方）における回動端に位置され、ロック用突部１２ａ、１２ａがそ
れぞれ第２のシェル４の側面部１６、１６に形成された第１のロック用凹部１６ａ、１６
ａに挿入されて係合されている。
【００７３】
　ロックスライダー１３、１３はコイルバネの付勢力によって前方の移動端に位置され、
ロック部１３ａ、１３ａがそれぞれ第２のシェル４の側面部１６、１６に形成された第２
のロック用凹部１６ｂ、１６ｂに挿入されて係合されている。
【００７４】
　第１のシェル３と第２のシェル４が結合された状態においては、ディスク状記録媒体２
００、２００、・・は中心孔２００ａ、２００ａ、・・・に第１のシェル３に設けられた
センターピン１０が挿入される。
【００７５】
　［ディスクストレージシステムの全体構成］
　次に、ディスクストレージシステム１９の全体構成について説明する（図５及び図６参
照）。
【００７６】
　ディスクストレージシステム１９はディスクカートリッジ１とディスクカートリッジ１
が保持されるディスクチェンジャー２０とディスク状記録媒体２００、２００、・・・を
搬送するディスク搬送装置２１とを備えている。
【００７７】
　ディスクチェンジャー２０の内部には図示しない昇降機構と昇降機構によって上下方向
へ移動される図示しないカートリッジホルダーとが設けられ、カートリッジホルダーには
ディスクカートリッジ１が保持される。
【００７８】
　ディスクカートリッジ１はカートリッジホルダーとともに昇降機構によって上下方向へ
移動される（図５参照）。ディスクカートリッジ１とディスク搬送装置２１の間ではディ
スク状記録媒体２００が中心軸方向に直交する方向（前後方向）において受け渡される。
【００７９】
　ディスク状記録媒体２００はディスクチェンジャー２０に設けられた図示しない取出機
構によってディスクカートリッジ１から後方へ取り出され、ディスク搬送装置２１によっ
て後方へ向けて搬送され（図６参照）情報信号の記録又は再生が行われる。情報信号の記
録又は再生が終了したディスク状記録媒体２００は、ディスク搬送装置２１によって前方
へ向けて搬送され（図６参照）ディスクカートリッジ１に収納される。
【００８０】
　［ディスク搬送装置の構成］
　次に、ディスク搬送装置２１の具体的な構成について説明する（図７乃至図３８参照）
。
【００８１】
　＜ベースフレーム＞
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　ディスク搬送装置２１はベースフレーム２２とベースフレーム２２を上側から覆う図示
しないカバーとを有し、ベースフレーム２２は外形が縦長の略矩形状に形成された底面板
部２３と底面板部２３の外周縁からそれぞれ上方へ突出された複数の側面板部２４、２４
、・・・とから成る（図１１参照）。
【００８２】
　ベースフレーム２２の前後方向における略中央部の左右両側には、前後に二つずつの側
面板部２４、２４、・・・が並んで設けられている。前後に並ぶ側面板部２４、２４間に
は上方に開口された上下に延びるスリットが形成され、このスリットが案内規制孔２４ａ
として形成されている。
【００８３】
　前後方向における略中央部において前後に二つずつ並ぶ側面板部２４、２４、・・・の
外面にはそれぞれ案内規制ピン２５、２５、・・・が取り付けられている。
【００８４】
　ベースフレーム２２の底面板部２３上には図示しない回路基板が配置されている。
【００８５】
　＜ベースプレート＞
　ベースフレーム２２の側面板部２４、２４にはベースプレート２６が取り付けられてい
る（図７参照）。ベースプレート２６は外形が縦長の略矩形状に形成されたベース板部２
７とベース板部２７の外周部から下方へ突出された被取付突部２８、２８、・・・とベー
ス板部２７の外周部から上方へ突出された取付突部２９、２９、・・・とを有している（
図１２参照）。ベースプレート２６は被取付突部２８、２８、・・・がそれぞれベースフ
レーム２２の側面板部２４、２４、・・・にネジ止め等によって取り付けられ、ベース板
部２７が底面板部２３の上方に位置されている。
【００８６】
　ベース板部２７の左右方向における中央部には前後に延びるベースユニット配置孔２７
ａが形成されている。ベース板部２７の前端部における左右両端部にはそれぞれアジャス
ター支持部３０、３０が設けられている。アジャスター支持部３０には上下に貫通された
軸取付部３０ａが形成されている（図１３参照）。アジャスター支持部３０の軸取付部３
０ａの周囲の部分は上方に開口された凹状部３０ｂとして形成され、凹状部３０ｂには上
方へ突出されたバネ係合突部３０ｃが設けられている。
【００８７】
　＜ルートアジャスター＞
　アジャスター支持部３０、３０にはそれぞれルートアジャスター３１、３１が回動自在
に支持されている（図７参照）。ルートアジャスター３１は円筒状の軸挿通部３２と軸挿
通部３２から側方へ突出された位置調整部３３と位置調整部３３の上端部から突出された
位置決め用突部３４と位置調整部３３の上端部から位置決め用突部３４の反対方向へ突出
された突状部３５と位置調整部３３の先端部から下方へ突出されたバネ係合部３６とが一
体に形成されて成る（図１３乃至図１６参照）。
【００８８】
　位置調整部３３は先端に行くに従って幅が小さくなる略三角柱状に形成され、両側面に
それぞれ水平方向に延びる位置決め溝３７、３７を有している。位置決め溝３７の両端部
にはそれぞれ先端に行くに従って溝幅が大きくなる案内面３７ａ、３７ａ、・・・が形成
されている（図１６参照）。
【００８９】
　位置決め用突部３４は位置調整部３３の軸挿通部３２からの突出方向と同じ方向へ位置
調整部３３から突出され、左右両端部における上下両端部にそれぞれ外方へ行くに従って
上下方向において互いに近付くように傾斜された被案内面３４ａ、３４ａを有している。
【００９０】
　突状部３５は先端部が上側に屈曲されてＶ字状に形成された係合部３５ａとして設けら
れている。
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【００９１】
　ルートアジャスター３１は軸取付部３０ａに取り付けられた支持軸３８を支点としてア
ジャスター支持部３０に回動自在に支持される（図１３乃至図１５参照）。ルートアジャ
スター３１がアジャスター支持部３０に支持された状態においては、アジャスター支持部
３０の軸取付部３０ａに戻しバネ３８が支持される（図１７参照）。戻しバネ３８は、例
えば、捩じりコイルバネである。
【００９２】
　ルートアジャスター３１が位置決め用突部３４が前方側へ移動される方向へ回動される
と、戻しバネ３９の一端部３９ａがバネ係合部３６に係合されると共に戻しバネ３９の他
端部３９ｂがバネ係合突部３０ｃに係合され、戻しバネ３９によってルートアジャスター
３１に位置決め用突部３４が後方側へ移動される回動方向への付勢力が付与される（図１
８参照）。逆に、ルートアジャスター３１が位置決め用突部３４が後方側へ移動される方
向へ回動されると、戻しバネ３９の他端部３９ｂがバネ係合部３６に係合されると共に戻
しバネ３９の一端部３９ａがバネ係合突部３０ｃに係合され、戻しバネ３９によってルー
トアジャスター３１に位置決め用突部３４が前方側へ移動される回動方向への付勢力が付
与される（図１７参照）。従って、ルートアジャスター３１は外力が付与されていない状
態において、戻しバネ３９によって中立位置に保持される。
【００９３】
　左側に位置するルートアジャスター３１の中立位置は位置決め用突部３４が右方に延び
る向きで保持された位置であり、右側に位置するルートアジャスター３１の中立位置は位
置決め用突部３４が左方に延びる向きで保持された位置である。
【００９４】
　＜ベースシャーシ＞
　ベースプレート２６にはベースシャーシ４０が取り付けられている（図７参照）。ベー
スシャーシ４０は第１ベース４１と第１ベース４１の上面における前端側に取り付けられ
た第２ベース４２とから成る。第１ベース４１は、例えば、樹脂材料によって形成され、
第２ベース４２は、例えば、金属材料によって形成されている。
【００９５】
　ベースシャーシ４０は外形が縦長の略矩形状に形成され、外周部に被取付用突部４０ａ
、４０ａ、・・・が設けられている（図２０参照）。ベースシャーシ４０は被取付用突部
４０ａ、４０ａ、・・・がそれぞれベースプレート２６の取付突部２９、２９、・・・に
ネジ止め等によって取り付けられ、ベース板部２７の上方に位置されている。
【００９６】
　ベースシャーシ４０の左右両端部にはそれぞれ前後に離隔して上方へ突出されたガイド
突部４０ｂ、４０ｂ、・・・が設けられている。
【００９７】
　ベースシャーシ４０の左端部における前端部には上下に貫通された動作カム部４３が形
成されている。動作カム部４３は、ベースシャーシ４０の左前の角部を中心とした略円弧
状に形成された第１のカム部４３ａと、同じく角部を中心とした略円弧状に形成され第１
のカム部４３ａの前端に連続する第２のカム部４３ｂと、第２のカム部４３ｂの前端に連
続され左右に短く延びる第３のカム部４３ｃとから成る。第１のカム部４３ａは第２のカ
ム部４３ｂより幅が広くされ、第１のカム部４３ａと第２のカム部４３ｂの連続部分には
略後方を向く段差縁４３ｄが形成されている。
【００９８】
　ベースシャーシ４０の右端部における前端部にはギヤ移動孔４４が形成されている。ギ
ヤ移動孔４４はベースシャーシ４０の右前の角部を中心とした円弧状に形成されている。
【００９９】
　ベースシャーシ４０の前後方向における略中央部の左右両端部にはそれぞれ第１の軸移
動孔４５、４５と第２の軸移動孔４６、４６が形成されている。第１の軸移動孔４５、４
５と第２の軸移動孔４６、４６はそれぞれ中心の位置が異なる内方へ凸の円弧状に形成さ
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れ、後側に位置する第２の軸移動孔４６、４６の前端部が第１の軸移動孔４５、４５の中
間部に連通されている。
【０１００】
　ベースシャーシ４０には第２の軸移動孔４６、４６の内側にそれぞれピン移動孔４７、
４７が形成されている。ピン移動孔４７、４７はそれぞれ外方へ凸の緩やかな円弧状に形
成されている。
【０１０１】
　ベースシャーシ４０には左側に位置するピン移動孔４７の外側に連続して連結部移動孔
４８が形成されている。連結部移動孔４８はピン移動孔４７の中心と同じ中心の円弧状に
形成され、ピン移動孔４７に連通された状態で形成されている。
【０１０２】
　ベースシャーシ４０には左側に位置するピン移動孔４７の内側に、作用軸移動孔４９が
形成されている。作用軸移動孔４９はピン移動孔４７の中心と同じ中心の円弧状に形成さ
れている。
【０１０３】
　ベースシャーシ４０の中央部には上方に開口された配置用凹部５０が形成されている。
配置用凹部５０の前後両端部にはそれぞれ上方へ突出された支持ピン５０ａ、５０ａが設
けられている。配置用凹部５０の略中央部には円形状のテーブル挿通孔５０ｂが形成され
ている。
【０１０４】
　ベースシャーシ４０の下面における前端側の位置には下方へ突出された摺動突部４０ｃ
、４０ｃが左右に離隔して設けられている。摺動突部４０ｃ、４０ｃはベースシャーシ４
０の左前の角部を中心とした円弧状に形成され、前端がベースシャーシ４０の前端に一致
されている。
【０１０５】
　ベースシャーシ４０には、左右両端寄りの位置にそれぞれ下面から下方へ突出されたバ
ネ支持軸４０ｄ、４０ｄが設けられ、左右両端部にはバネ押さえ部４０ｅ、４０ｅが設け
られている。バネ押さえ部４０ｅ、４０ｅはそれぞれバネ支持軸４０ｄ、４０ｄの近傍に
位置されている。
【０１０６】
　ベースシャーシ４０の左端寄りの位置には上方へ突出されたロック用作用突部４０ｆと
ロック解除用作用突部４０ｇが左右に離隔して設けられている（図２０参照）。ロック用
作用突部４０ｆはロック解除用作用突部４０ｇの稍前方に位置されている。
【０１０７】
　＜駆動モーター及び各ギヤ等＞
　ベースシャーシ４０の左端部における前端部には取付板５１がネジ止め等によって取り
付けられている（図７参照）。取付板５１はモーター取付部５１ａと基板取付部５１ｂを
有している（図２２参照）。取付板５１には、モーター取付部５１ａに駆動モーター５２
が取り付けられ、基板取付部５１ｂにセンサー基板５３が取り付けられている。
【０１０８】
　駆動モーター５２とセンサー基板５３は何れも図示しないフレキシブルプリント配線板
によってベースフレーム２２の底面板部２３上に配置された回路基板に接続されている。
【０１０９】
　駆動モーター５２は出力軸が左右方向に延びる向きでモーター取付部５１ａに取り付け
られ、出力軸にはウォーム５４が固定されている。
【０１１０】
　センサー基板５３にはセンサー５３ａ、５３ａが搭載されている（図７及び図８参照）
。
【０１１１】
　ベースシャーシ４０には上面側にウォームギヤ５５と伝達ギヤ群５６がそれぞれ支持さ
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れている（図７、図８及び図２２参照）。ウォームギヤ５５はウォーム５４に噛合され、
伝達ギヤ群５６はウォームギヤ５５に噛合されている。
【０１１２】
　ベースシャーシ４０の左端寄りの位置には駆動ギヤ５７が支持されており、駆動ギヤ５
７は伝達ギヤ群５６の最終段のギヤに噛合されている。従って、駆動モーター５２が回転
されると、その駆動力が順にウォーム５４、ウォームギヤ５５及び伝達ギヤ群５６を介し
て駆動ギヤ５７に伝達され、駆動ギヤ５７が伝達ギヤ群５６によって減速されて回転され
る。
【０１１３】
　ベースシャーシ４０の左右方向における中央部の前端部にはギヤ支持プレート５８が回
動自在に支持されている。ギヤ支持プレート５８はギヤ支持部５８ａとギヤ支持部５８ａ
から略後方へ突出された腕部５８ｂと腕部５８ｂの先端部から上方へ突出された摺動ピン
５８ｃとから成る。
【０１１４】
　ギヤ支持プレート５８には第１の伝達ギヤ５９と切換ギヤ６０が噛合された状態で支持
されている。第１の伝達ギヤ５９はウォームギヤ５５に噛合されている。
【０１１５】
　ベースシャーシ６０の前端部における右端部には第２の伝達ギヤ６１と第３の伝達ギヤ
６２が噛合された状態で支持されている。
【０１１６】
　第２の伝達ギヤ６１はギヤ支持プレート５８の回動位置によって切換ギヤ６０と噛合さ
れ又は噛合が解除される。第３の伝達ギヤ６２はベースシャーシ６０の右前の角部に支持
されている。
【０１１７】
　第２の伝達ギヤ６１が切換ギヤ６０に噛合された状態において、駆動モーター５２が回
転されると、その駆動力が順にウォーム５４、ウォームギヤ５５、第１の伝達ギヤ５９、
切換ギヤ６０及び第２の伝達ギヤ６１を介して第３の伝達ギヤ６２に伝達される。
【０１１８】
　＜プーリーホルダー及びチャッキングプーリー＞
　ベースシャーシ６０の配置用凹部６０には第１のプーリーホルダー６３と第２のプーリ
ーホルダー６４が配置されている（図８及び図９参照）。
【０１１９】
　第１のプーリーホルダー６３は略左方に凸の略半円弧状に形成された保持部６３ａと保
持部６３ａの後端部から後方へ突出された被支持部６３ｂと保持部６３ａの前端部から前
方へ突出された連結部６３ｃとから成る（図２３及び図２４参照）。保持部６３ａの中間
部には上方へ突出された被作用ピン６３ｄが設けられ、連結部６３ｃには上方へ突出され
た連結ピン６３ｅが設けられている。保持部６３ａは外周部を除き下方へ傾斜するすり鉢
状に形成されている。保持部６３ａの長手方向における中央部の上面には段差部６３ｆが
形成されている。
【０１２０】
　第２のプーリーホルダー６４は略右方に凸の略半円弧状に形成された保持部６４ａと保
持部６４ａの前端部から前方へ突出された被支持部６４ｂと被支持部６４ｂから側方へ突
出された連結部６４ｃとから成る。連結部６４ｃには緩やかな円弧状に形成された連結孔
６４ｄが形成されている。保持部６４ａは外周部を除き下方へ傾斜するすり鉢状に形成さ
れている。保持部６４ａの長手方向における中央部の上面には段差部６４ｅが形成されて
いる。
【０１２１】
　第１のプーリーホルダー６３は被支持部６３ｂに配置用凹部５０に設けられた一方の支
持ピン５０ａが挿入され、配置用凹部５０において一方の支持ピン５０ａを支点として回
動可能とされる。
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【０１２２】
　第２のプーリーホルダー６４は被支持部６４ｂに配置用凹部５０に設けられた他方の支
持ピン５０ａが挿入され、配置用凹部５０において他方の支持ピン５０ａを支点として回
動可能とされる。
【０１２３】
　第１のプーリーホルダー６３の連結ピン６３ｅは第２のプーリーホルダー６４の連結孔
６４ｄに挿入されて摺動自在に係合され、第１のプーリーホルダー６３の回動動作に伴っ
て第２のプーリーホルダー６４が回動される。第１のプーリーホルダー６３と第２のプー
リーホルダー６４は保持部６３ａと保持部６４ｂが離接する方向へ連動して回動される。
第１のプーリーホルダー６３と第２のプーリーホルダー６４が支持ピン５０ａ、５０ａに
支持された状態において、一方の支持ピン５０ａと第１のプーリーホルダー６３の間に捩
じりコイルバネ６５が支持され、第１のプーリーホルダー６３と第２のプーリーホルダー
６４に保持部６３ａと保持部６４ｂが接近する方向への付勢力が付与される。
【０１２４】
　第１のプーリーホルダー６３と第２のプーリーホルダー６４によってチャッキングプー
リー６６が保持される。チャッキングプーリー６６は磁性材料によって形成され、外形が
円形状の装着部６６ａと装着部６６ａから外方に張り出されたフランジ部６６ｂとを有し
ている。
【０１２５】
　チャッキングプーリー６６は第１のプーリーホルダー６３の保持部６３ａと第２のプー
リーホルダー６４の保持部６４ａとがフランジ部６６ｂの下側に位置されることにより上
方に持ち上げられた状態で保持される（図２４及び図２５参照）。チャッキングプーリー
６６が保持された状態から第１のプーリーホルダー６３と第２のプーリーホルダー６４が
コイルバネ６５の付勢力に反して離隔する方向へ回動され保持部６３ａ、６４ａが開いて
フランジ部６６ｂの外側に位置されると、チャッキングプーリー６６に対する第１のプー
リーホルダー６３と第２のプーリーホルダー６４による保持状態が解除され、チャッキン
グプーリー６６が下方へ移動可能な状態とされる（図２６参照）。
【０１２６】
　尚、第１のプーリーホルダー６３と第２のプーリーホルダー６４にはそれぞれ段差部６
３ｆ、６４ｅが形成されており、第１のプーリーホルダー６３と第２のプーリーホルダー
６４の保持部６３ａ、６４ａが離隔していくときに、チャッキングプーリー６６が下方へ
移動されていく過程において水平な状態に対して傾斜したときにフランジ部６６ｂが何れ
かの段差部６３ｆ、６４ｅに係合しチャッキングプーリー６６の傾斜した状態での移動が
規制される。この傾斜した状態での移動が規制された状態において、引き続き保持部６３
ａ、６４ａが離隔していくと、チャッキングプーリー６６はフランジ部６６ｂが両方の段
差部６３ｆ、６４ｅに係合するまで移動されて水平な状態とされる。従って、さらに保持
部６３ａ、６４ａが離隔していくときには、チャッキングプーリー６６が水平な状態で下
方へ移動されていくため、チャッキングプーリー６６の適正な向きでの移動が行われる。
【０１２７】
　＜連動レバー＞
　ベースシャーシ４０の上面における後端寄りの位置には第１の連動レバー６７と第２の
連動レバー６８が連結された状態で移動自在に支持されている（図８乃至図１０参照）。
【０１２８】
　第１の連動レバー６７は上下方向を向く板状に形成され略左斜め後方へ凸のくの字状に
されている（図２７参照）。第１の連動レバー６７には、右端寄りの位置に上方へ突出さ
れた連結軸６７ａが設けられ、左端部に略円弧状の係合孔６７ｂが形成され、係合孔６７
ｂの右側に下方へ突出されたディスク保持ピン６７ｃが設けられている。第１の連動レバ
ー６７には、左右方向における略中央部に円弧状の軸挿通孔６７ｄが形成され、係合孔６
７ｂと軸挿通孔６７ｄの間に下方へ突出された支持軸６７ｅが設けられている。
【０１２９】
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　第１の連動レバー６７は右端部がベースシャーシ４０に回動自在に支持されている。
【０１３０】
　第２の連動レバー６８は上下方向を向く板状に形成され略右斜め後方へ凸のくの字状に
されている。第２の連動レバー６８には、左端寄りの位置に円弧状の連結孔６８ａが形成
され、右端部に略円弧状の係合孔６８ｂが形成されている。第２の連動レバー６８には、
係合孔６８ｂの近傍に下方へ突出されたディスク保持ピン６８ｃが設けられている。
【０１３１】
　第２の連動レバー６８は左端部がベースシャーシ４０に回動自在に支持されている。
【０１３２】
　第１の連動レバー６７の連結軸６７ａは第２の連動レバー６８の連結孔６８ａに挿入さ
れて摺動自在に係合され、第１の連動レバー６７と第２の連動レバー６８がそれぞれ右端
部と左端部を支点として連動して回動される。第１の連動レバー６７と第２の連動レバー
６８のディスク保持ピン６７ｃ、６８ｃはそれぞれベースシャーシ４０のピン移動孔４７
、４７に挿通されてベースシャーシ４０の下方へ突出される。
【０１３３】
　第１の連動レバー６７の支持軸６７ｅはベースシャーシ４０の連結部移動孔４８に挿入
されて下方へ突出される。第１の連動レバー６７の支持軸６７ｅにはスタートレバー６９
が回動自在に支持される（図１０及び図２７参照）。
【０１３４】
　スタートレバー６９はベースシャーシ４０の下面側に位置される。スタートレバー６９
は一方向に長く形成され、一端部に下方へ突出された被押圧軸６９ａを有している。スタ
ートレバー６９は他端部が第１の連動レバー６７に対する回動支点とされている。スター
トレバー６９の回動支点に寄った位置には上方へ突出された作用軸６９ｂが設けられ、作
用軸６９ｂはベースシャーシ４０の作用軸移動孔４９及び第１の連動レバー６７の軸挿通
孔６７ｄに挿通されて上方へ突出される。
【０１３５】
　スタートレバー６９と第１の連動レバー６７のディスク保持ピン６７ｃの間にはコイル
バネ７０が支持され、コイルバネ７０によってスタートレバー６９に被押圧軸６９ａが略
前方へ移動する回動方向への付勢力が付与される。
【０１３６】
　＜カバープレート＞
　ベースシャーシ４０の第１ベース部４１の左右方向における中央部にはカバープレート
７１がネジ止め等によって上方から取り付けられている（図７及び図８参照）。カバープ
レート７１は縦長の略矩形状に形成され、カバープレート７１によって第１のプーリーホ
ルダー６３と第２のプーリーホルダー６４とチャッキングプーリー６６と第１の連動レバ
ー６７の一部と第２の連動レバー６８の一部とが上方から閉塞される。カバープレート７
１の左右両端部はガイド部７１ａ、７１ａとして設けられている。
【０１３７】
　＜同期ギヤ＞
　カバープレート７１の上面側には同期ギヤ７２、７２が噛合された状態で支持されてい
る。
【０１３８】
　＜第１のメインスライダー＞
　ベースシャーシ４０の上面における左端部には第１のメインスライダー７３が前後方向
へ移動自在に支持されている（図７乃至図９参照）。
【０１３９】
　第１のメインスライダー７３は上下方向を向く板状のスライド部７４とスライド部７４
の左端部における前後両端部からそれぞれ上方へ突出された結合部７５、７５とを有して
いる（図２８及び図２９参照）。
【０１４０】
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　スライド部７４の左端部における前半部には右方を向く第１のメインラック部７４ａと
第２のメインラック部７４ｂが前後に離隔して設けられ、第１のメインラック部７４ａと
第２のメインラック部７４ｂの間の部分は無ラック部７４ｃとして形成されている。
【０１４１】
　スライド部７４には前後に離隔して上方へ突出された支持ピン７４ｄ、７４ｄが設けら
れている。スライド部７４には、右端寄りの位置に右方を向く連結ラック部７４ｅが設け
られ、左右両端部にそれぞれ前後に延びる被ガイド部７４ｆ、７４ｆが設けられている。
スライド部７４の右端寄りの位置における後端部には、後方に開口された挿入用切欠７４
ｇが形成されている。
【０１４２】
　スライド部７４には左端部における後端寄りの位置にカム孔７６が形成されている。カ
ム孔７６は開口面積の大きな待機部７６ａと待機部７６ａの左端部の前端に連続し前後に
延びる第１の直線部７６ｂと第１の直線部７６ｂの前端に連続し前方へ行くに従って左方
へ変位するように傾斜された傾斜部７６ｃと傾斜部７６ｃの前端に連続し前後に延びる第
２の直線部７６ｄとから成る。
【０１４３】
　スライド部７４には連結ラック部７４ｅと右側の被ガイド部７４ｆの間にカム支持孔７
７が形成されている。カム支持孔７７は前後に延びる後側部７７ａと後側部７７ａの前端
に連続し前方へ行くに従って左方へ変位するように傾斜された中間部７７ｂと中間部７７
ｂの前端に連続し前後に延びる前側部７７ｃとから成る。
【０１４４】
　スライド部７４の前端寄りの位置には前後に延びるレバー作用孔７４ｈが形成されてい
る。
【０１４５】
　スライド部７４にはレバー作用孔７４ｈに配置されるロック用レバー７８が取り付けら
れている。ロック用レバー７８は前後に延びる弾性変形部７８ａと弾性変形部７８ａの前
端部から右方へ突出されたロック部７８ｂとから成り、弾性変形部７８ａの後端部がスラ
イド部７４に取り付けられている。従って、ロック用レバー７８は弾性変形部７８ａが弾
性変形されてレバー作用孔７４ｈにおいて動作される。
【０１４６】
　第１のメインスライダー７３は被ガイド部７４ｆ、７４ｆがそれぞれベースシャーシ４
０の左端部に設けられたガイド突部４０ｂ、４０ｂとカバープレート７１の左側のガイド
部７１ａに案内されてベースシャーシ４０に前後方向へ移動自在に支持される。
【０１４７】
　第１のメインスライダー７３がベースシャーシ４０に支持された状態においては、連結
ラック部７４ｅが左側の同期ギヤ７２に噛合される（図７参照）。従って、第１のメイン
スライダー７３の前後方向への移動に伴って同期ギヤ７２、７２が回転される。
【０１４８】
　また、第１のメインスライダー７３がベースシャーシ４０に支持された状態においては
、カム支持孔７７に第１のプーリーホルダー６３に設けられた被作用ピン６３ｄが挿入さ
れる。
【０１４９】
　＜サブスライダー＞
　第１のメインスライダー７３にはサブスライダー７９が前後方向へ移動自在に支持され
ている（図７乃至図９参照）。
【０１５０】
　サブスライダー７９は上下方向を向く板状に形成され、サブスライダー７９の左端部に
おける前半部に右方を向く第１のサブラック部７９ａと第２のサブラック部７９ｂが前後
に離隔して設けられている（図２８及び図２９参照）。第１のサブラック部７９ａと第２
のサブラック部７９ｂの間の部分は非ラック部７９ｃとして形成されている。
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【０１５１】
　サブスライダー７９の第１のサブラック部７９ａと第２のサブラック部７９ｂのピッチ
はそれぞれ第１のメインラック部７４ａと第２のメインラック部７４ｂのピッチと同じに
され、非ラック部７９ｃの前後方向における距離は無ラック部７４ｃの前後方向における
距離と同じにされている。
【０１５２】
　サブスライダー７９には前後に離隔して前後に延びる被支持孔７９ｄ、７９ｄが形成さ
れている。サブスライダー７９の後端部には右方へ突出された作用突部７９ｅが設けられ
ている。
【０１５３】
　サブスライダー７９の前後方向における略中央部にはそれぞれ上方へ突出されたバネ支
持突部７９ｆとバネ係合突部７９ｇが設けられている。バネ支持突部７９ｆは後側の被支
持孔７９ｄの右方に位置され、バネ係合突部７９ｇはバネ支持突部７９ｆと後側の被支持
孔７９ｄとの間に位置されている。
【０１５４】
　サブスライダー７９には後側の被支持孔７９ｄの後方に上方へ突出されたレバー支持ピ
ン７９ｈが設けられている。サブスライダー７９にはバネ支持突部７９ｆの後方に上方へ
突出された回動規制突部７９ｉが設けられている。サブスライダー７９にはバネ支持突部
７９ｆを挟んでバネ係合突部７９ｇの反対側に上方へ突出されたバネ掛け突部７９ｊが設
けられている。
【０１５５】
　サブスライダー７９には左端部における後端寄りの位置にカム作用孔８０が形成されて
いる。カム作用孔８０は開口面積の大きな待機部８０ａと待機部８０ａの左端部の前端に
連続し前後に延びる後側直線部８０ｂと後側直線部８０ｂの前端に連続し前後に延びる前
側直線部８０ｃとから成る。後側直線部８０ｂは横幅が前側直線部８０ｃの横幅より大き
くされている。
【０１５６】
　サブスライダー７９の前端寄りの位置にはレバー挿入孔８１が形成されている。レバー
挿入孔８１は前後に延びる挿入部８１ａと左方に開口された凹状のレバー係合部８１ｂと
から成り、レバー係合部８１ｂが挿入部８１ａの後端寄りの部分に連通されている。
【０１５７】
　サブスライダー７９のバネ支持突部７９ｆには位置制御バネ８２が支持されている。位
置制御バネ８２は捩じりコイルバネであり、コイル部８２ａがバネ支持突部７９ｆに支持
され、一端部８２ｂがバネ係合突部７９ｇの前側に位置され、他端部８２ｃがバネ係合突
部７９ｇの後側に位置されている。
【０１５８】
　位置制御バネ８２の一端部８２ｂと他端部８２ｃの間には後側の被支持孔７９ｄに挿入
された第１のメインスライダー７３の支持ピン７４ｄが位置されている。
【０１５９】
　サブスライダー７９のレバー支持ピン７９ｈにはＬ字状の作動レバー８３が回動自在に
支持されている。作動レバー８３は略前後方向に延びる第１の部分８３ａと略左右方向に
延びる第２の部分８３ｂとから成り、第１の部分８３ａと第２の部分８３ｂの連続された
部分がレバー支持ピン７９ｈに支持されている。
【０１６０】
　作動レバー８３は第１の部分８３ａの一部がカム作用孔８０の待機部８０ａの上側に位
置される。作動レバー８３の第２の部分８３ｂとバネ掛け突部７９ｊの間には引張コイル
バネ８４が支持されている。従って、作動レバー８３は第２の部分８３ｂが略前方へ移動
される方向へ付勢され、第２の部分８３ｂが回動規制部８３ｉに接してサブスライダー７
９に対する回動が規制される。
【０１６１】



(19) JP 2013-58280 A 2013.3.28

10

20

30

40

50

　サブスライダー７９は被支持孔７９ｄ、７９ｄにそれぞれ支持ピン７４ｄ、７４ｄが下
方から挿入されることにより、第１のメインスライダー７３に前後方向へ移動自在に支持
される（図２９参照）。
【０１６２】
　サブスライダー７９が第１のメインスライダー７３上に支持された状態においては、第
１のメインスライダー７３に取り付けられたロック用レバー７８がレバー挿入孔８１に挿
入される。
【０１６３】
　＜第２のメインスライダー＞
　ベースシャーシ４０の上面における右端部には第２のメインスライダー８５が前後方向
へ移動自在に支持されている（図７乃至図９参照）。
【０１６４】
　第２のメインスライダー８５は上下方向を向く板状のスライド部８６とスライド部８６
の右端部における前後両端部からそれぞれ上方へ突出された結合部８７、８７とを有して
いる。
【０１６５】
　スライド部８６には後端寄りの位置にカム孔８８が形成されている。カム孔８８は開口
面積の大きな待機部８８ａと待機部８８ａの右端部の前端に連続し前後に延びる第１の直
線部８８ｂと第１の直線部８８ｂの前端に連続し前方へ行くに従って右方へ変位するよう
に傾斜された傾斜部８８ｃと傾斜部８８ｃの前端に連続し前後に延びる第２の直線部８８
ｄとから成る。
【０１６６】
　スライド部８６には、左端寄りの位置に左方を向く連結ラック部８６ａが設けられ、左
右両端部にそれぞれ前後に延びる被ガイド部８６ｂ、８６ｂが設けられている。
【０１６７】
　スライド部８６には前端側の位置にカム摺動孔８９が形成されている。カム摺動孔８９
は前後に延びる後側摺動部８９ａと後側摺動部８９ａの前端に連続し前方へ行くに従って
左方へ変位するように傾斜された傾斜摺動部８９ｂと傾斜摺動部８９ｂの前端に連続し前
後に延びる前側摺動部８９ｃとから成る。
【０１６８】
　第２のメインスライダー８５は被ガイド部８６ｂ、８６ｂがそれぞれベースシャーシ４
０の右端部に設けられたガイド突部４０ｂ、４０ｂとカバープレート７１の右側のガイド
部７１ａに案内されてベースシャーシ４０に前後方向へ移動自在に支持される。第２のメ
インスライダー８５がベースシャーシ４０に支持された状態においては、連結ラック部８
６ａが右側の同期ギヤ７２に噛合される（図７参照）。従って、第２のメインスライダー
８５には第１のメインスライダー７３の移動力が同期ギヤ７２、７２を介して伝達され、
第１のメインスライダー７３と第２のメインスライダー８５が同期して前後方向へ移動さ
れる。
【０１６９】
　＜サイドスライダー＞
　第１のメインスライダー７３の結合部７５、７５と第２のメインスライダー８５の結合
部８７、８７にはそれぞれサイドスライダー９０、９０が結合されている（図７乃至図９
参照）。サイドスライダー９０は左右方向を向く板状に形成された側面部９１と側面部９
１の上端部に取り付けられた上下方向を向く板状のガイド部９２とから成る（図３２参照
）。
【０１７０】
　サイドスライダー９０、９０は上端部における前後両端部がそれぞれ第１のメインスラ
イダー７３の結合部７５、７５と第２のメインスライダー８５の結合部８７、８７とに結
合され、側面部９１、９１がそれぞれベースシャーシ４０の左右両側面の外側に位置され
る（図３３参照）。
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【０１７１】
　側面部９１には前後に離隔して昇降用カム孔９３、９３が形成されている（図３２及び
図３３参照）。昇降用カム孔９３は前方へ行くに従って上方へ変位する傾斜カム部９３ａ
と傾斜カム部９３ａの前端に連続し前後方向に延びる前側カム部９３ｂと傾斜カム部９３
ａの後端に連続し前後方向に延びる後側カム部９３ｃとから成り、傾斜カム部９３ａの後
端部に上方に開口する保持凹部９３ｄが形成されている。
【０１７２】
　側面部９１には前側の昇降用カム孔９３の下側と後側の昇降用カム孔９３の上側とにそ
れぞれ前後に延びる被ガイド孔９１ａ、９１ａが形成されている。側面部９１の上端寄り
の位置には前後に延びる保持孔９１ｂ、９１ｂが前後に離隔して形成されている。
【０１７３】
　ガイド部９２にはカム摺動孔９４が形成されている。カム摺動孔９４は後方に開口され
、前後に延びる後側摺動部９４ａと後側摺動部９４ａの前端に連続し前方へ行くに従って
外方（側方）へ変位するように傾斜された傾斜摺動部９４ｂと傾斜摺動部９４ｂの前端に
連続し前後に延びる前側摺動部９４ｃとから成る。
【０１７４】
　サイドスライダー９０は被ガイド孔９１ａ、９１ａにそれぞれベースフレーム２２の案
内規制ピン２５、２５が挿入されることによりベースフレーム２２に対して前後方向へ移
動自在に支持される。サイドスライダー９０がベースフレーム２２に支持された状態にお
いて、サブスライダー７９の左側の側縁部が保持孔９１ｂ、９１ｂに摺動自在に係合され
、サブスライダー７９の第１のメインスライダー７３からの浮き上がりが防止される。
【０１７５】
　＜ユニットプレート及びベースユニット等＞
　サイドスライダー９０、９０にはユニットプレート９５が上下方向へ移動自在に支持さ
れている（図７参照）。
【０１７６】
　ユニットプレート９５は上下方向を向くベース面部９６とベース面部９６の左右両側縁
からそれぞれ上方へ突出された第１のサイド面部９８、９８とベース面部９６の左右両側
縁からそれぞれ上方へ突出された第２のサイド面部９９、９９、・・・とを有している（
図１１及び図１２参照）。
【０１７７】
　ベース面部９６は縦長の略矩形状に形成され、前後両端部に左右に離隔した状態で上方
へ突出されたバネ掛け片９６ａ、９６ａ、・・・を有している。ユニットプレート９５の
バネ掛け片９６ａ、９６ａ、・・・とベースフレーム２２との間にはそれぞれバネ１００
、１００、・・・が支持され、ユニットプレート９５が下方へ付勢されている。
【０１７８】
　第１のサイド面部９８は第２のサイド面部９９より稍内側に位置され、第１のサイド面
部９８の外面には被案内ピン９８ａ、９８ａが上下に離隔して設けられている。被案内ピ
ン９８ａ、９８ａはベースフレーム２２の側面板部２４、２４間に形成された案内規制孔
２４ａに摺動自在に係合され、ユニットプレート９５がベースフレーム２２によって左右
方向への移動が規制される。
【０１７９】
　第２のサイド面部９９、９９、・・・はそれぞれ第１のサイド面部９８、９８を挟んだ
前後に位置されている。第２のサイド面部９９の外面には被ガイドピン９９ａが設けられ
ている。被ガイドピン９９ａはサイドスライダー９０の昇降用カム孔９３に摺動自在に係
合され、ユニットプレート９５がサイドスライダー９０、９０に上下方向へ移動自在に支
持される。
【０１８０】
　ユニットプレート９５がサイドスライダー９０、９０に支持された状態においては、ベ
ース面部９６がベースプレート２６のベース板部２７とベースシャーシ４０の間に位置さ
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れる。
【０１８１】
　第１のメインスライダー７３と第２のメインスライダー８５の前後方向への移動に伴っ
てサイドスライダー９０、９０が前後方向へ移動されると、被案内ピン９８ａ、９８ａが
ベースフレーム２２の案内規制孔２４ａに案内され、被ガイドピン９９ａがサイドスライ
ダー９０の昇降用カム孔９３に摺動されてユニットプレート９５が上下方向へ移動される
。
【０１８２】
　ベース面部９６上には四つのダンパー９７、９７、・・・が前後左右に離隔して設けら
れ、ベース面部９６にはダンパー９７、９７、・・・を介して図示しないベースユニット
が取り付けられている。ベースユニットはディスク状記録媒体２００が装着されるディス
クテーブル、ディスクテーブルを回転させるスピンドルモーター、ディスク状記録媒体２
００の半径方向へ移動される光ピックアップ等を有している。ディスクテーブルはチャッ
キングプーリー６６の真下に位置され、チャッキングプーリー６６を吸着するためのマグ
ネットを有している。
【０１８３】
　ベースユニットはユニットプレート９５の移動に伴って上下方向へ移動され、ディスク
テーブルがチャッキングプーリー６６に離接される。
【０１８４】
　＜第１のリンク機構等＞
　ベースシャーシ４０には下面側に第１のリンク機構１０１が支持されている（図１０参
照）。第１のリンク機構１０１は第１の前側リンクアーム１０２と第１の後側リンクアー
ム１０３と第１のレール１０４とを有している（図３４及び図３５参照）。
【０１８５】
　第１の前側リンクアーム１０２は上下方向を向き一方向に延びる板状に形成され、長手
方向における一端部がベースシャーシ４０の左下の角部に回動自在に支持されている。第
１の前側リンクアーム１０２の回動支点はベースプレート２６の左側のアジャスター支持
部３０に支持されたルートアジャスター３１の回動支点に対して稍後側にずれた位置に形
成されている。
【０１８６】
　第１の前側リンクアーム１０２の一端部側には側方へ突出された作用片部１０５が設け
られている。作用片部１０５には一部が下方に切り起こされて形成された引掛部１０５ａ
が設けられている。
【０１８７】
　第１の前側リンクアーム１０２の長手方向における他端部には下面側にスリーブ１０６
が支持されている。第１の前側リンクアーム１０２の長手方向における中央部には下面側
に固定ローラー１０７が支持されている。固定ローラー１０７は少なくとも外周部がゴム
等の弾性変形可能な密着性の高い材料によって形成されている。
【０１８８】
　第１の前側リンクアーム１０２には排出レバー１０８が回動自在に支持されている。排
出レバー１０８は長手方向において結合された被支持面部１０９とローラー支持面部１１
１を有している（図３４乃至図３６参照）。
【０１８９】
　被支持面部１０９は一方向に長くされた基部１０９ａと基部１０９ａの一端縁から下方
へ突出された折曲部１０９ｂと折曲部１０９ｂの下縁から基部１０９ａと同じ方向に延び
る結合部１０９ｃとから成る。
【０１９０】
　被支持面部１０９の他端部には上方へ突出されたカム係合部１１０が設けられている。
【０１９１】
　ローラー支持面部１１１は基部１０９ａと同じ方向へ延び、一端部が結合部１０９ｃに
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結合されている。
【０１９２】
　ローラー支持面部１１１の他端部の下面側には押圧ローラー１１２が取り付けられてい
る。押圧ローラー１１２はローラー部１１２ａとローラー部１１２ａの下端部から外方へ
張り出されたフランジ部１１２ｂとから成り、ローラー部１１２ａの外周部がゴム等の弾
性変形可能な密着性の高い材料によって形成されている。
【０１９３】
　第１の前側リンクアーム１０２に排出レバー１０８が支持された状態において、第１の
前側リンクアーム１０２と排出レバー１０８の間に付勢バネ１１３が支持される（図３６
参照）。付勢バネ１１３は捩じりコイルバネであり、コイル部１１３ａがスリーブ１０６
に支持され、一端部１１３ｂが第１の前側リンクアーム１０２の他端部に係合され、他端
部１１３ｃが第１の前側リンクアーム１０２の結合部１０９ｃと排出レバー１０８の一端
部との間に挿入されて係合される。従って、付勢バネ１１３によって排出レバー１０８に
第１の前側リンクアーム１０２に対して上方から見て反時計回り方向への回動力が付与さ
れると共に上方への移動力が付与される。
【０１９４】
　第１の前側リンクアーム１０２がベースシャーシ４０に支持された状態において、排出
レバー１０８のカム係合部１１０がベースシャーシ４０の動作カム部４３に下方から挿入
されて摺動自在に係合される（図１０参照）。
【０１９５】
　第１の後側リンクアーム１０３は上下方向を向く一方向に延びる板状に形成され、ベー
スシャーシ４０の前後方向における中央部の左端部に回動自在に支持されている。第１の
後側リンクアーム１０３の回動支点と反対側の端部には上方へ突出された連結軸部１０３
ａが設けられている（図３４及び図３５参照）。第１の後側リンクアーム１０３がベース
シャーシ４０に支持された状態において、連結軸部１０３ａがベースシャーシ４０の左側
の第１の軸移動孔４５に下方から挿入され左側の第１の連動レバー６７に形成された係合
孔６７ｂに挿入されて摺動自在に係合されている。従って、第１の連動レバー６７は第１
の後側リンクアーム１０３の動作に連動して動作される。
【０１９６】
　第１のレール１０４は第１の前側リンクアーム１０２と第１の後側リンクアーム１０３
に回動自在に連結されている。第１のレール１０４は前後に延び、第１の前側リンクアー
ム１０２と第１の後側リンクアーム１０３の回動動作に伴って前後方向に延びる向きで左
右方向へ移動される。第１のレール１０４は前端部と前後方向における略中央部がそれぞ
れ第１の前側リンクアーム１０２と第１の後側リンクアーム１０３に回動自在に連結され
ている。
【０１９７】
　第１のレール１０４の前端部における下面側には第１の前側リンクアーム１０２に支持
された固定ローラー１０７が位置されている。
【０１９８】
　第１のレール１０４の前端寄りの位置には右方を向く部材取付部１０４ａが設けられて
いる。
【０１９９】
　第１のレール１０４の前端側には上方へ突出された挿入ピン１０４ｂが設けられている
（図３４及び図３５参照）。第１のレール１０４の後端寄りの位置には上方へ突出された
支持ピン１０４ｃ、１０４ｃが前後に離隔して設けられている。第１のレール１０４の後
端部には右方へ突出されたバネ掛け突部１０４ｄが設けられている。
【０２００】
　第１のレール１０４の部材取付部１０４ａには収納庫１１４がネジ止め等によって取り
付けられている。収納庫１１４は左方に開口する略コ字状に形成された収納部１１５と収
納部１１５の下端部の前側に連続して設けられた前側案内部１１６と収納部１１５の後側
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に連続して設けられた後側案内部１１７とが一体に形成されて成る。
【０２０１】
　収納部１１５の右端部には右方へ行くに従って互いに離隔する一対の傾斜面が上下に離
隔して形成され、この一対の傾斜面がレバー案内面１１５ａ、１１５ａとして形成されて
いる。
【０２０２】
　前側案内部１１６の右端部には右方へ行くに従って下方へ変位するように傾斜された前
側ディスク案内面１１６ａが形成されている。
【０２０３】
　後側案内部１１７の右端部には右方へ行くに従って互いに離隔するように傾斜された後
側ディスク案内面１１７ａ、１１７ａが上下に離隔して形成されている。
【０２０４】
　第１のレール１０４の支持ピン１０４ｃ、１０４ｃにはリミットレバー１１８が前後方
向へ移動自在に支持されている。リミットレバー１１８は上下方向を向く被支持板部１１
８ａと被支持板部１１８ａの前端部から上方へ突出された被作用軸１１８ｂと被支持板部
１１８ａの右端部から下方へ突出されたバネ掛け片部１１８ｃとから成る。
【０２０５】
　リミットレバー１１８のバネ掛け片部１１８ｃと第１のレール１０４のバネ掛け突部１
０４ｄとの間には引張バネ１１９が支持され、リミットレバー１１８が第１のレール１０
４に対して後方へ付勢されている。
【０２０６】
　第１のレール１０４が第１の前側リンクアーム１０２と第１の後側リンクアーム１０３
に支持された状態において、リミットレバー１１８の被作用軸１１８ｂがベースシャーシ
４０の左側の第２の軸移動孔４６に下方から挿入され第１のメインスライダー７３のカム
孔７６及びサブスライダー７９のカム作用孔８０に挿入される。
【０２０７】
　＜第２のリンク機構等＞
　ベースシャーシ４０には下面側に第２のリンク機構１２０が支持されている（図１０参
照）。第２のリンク機構１２０は第２の前側リンクアーム１２１と第２の後側リンクアー
ム１２２と第２のレール１２３とを有している（図３８参照）。
【０２０８】
　第２の前側リンクアーム１２１は上下方向を向く一方向に延びる板状に形成され、長手
方向における一端部がベースシャーシ４０の右下の角部に回動自在に支持されている。第
２の前側リンクアーム１２１の回動支点はベースプレート２６の右側のアジャスター支持
部３０に支持されたルートアジャスター３１の回動支点に対して稍後側にずれた位置に形
成されている。
【０２０９】
　第２の前側リンクアーム１２１の一端部側には側方へ突出された作用片部１２４が設け
られている。作用片部１２４には一部が下方に切り起こされて形成された引掛部１２４ａ
が設けられている。
【０２１０】
　第２の前側リンクアーム１２１の一端部にはベースシャーシ４０上に支持された第３の
伝達ギヤ６２が連結され、第３の伝達ギヤ６２が第２の前側リンクアーム１２１に対して
回転される。
【０２１１】
　第２の前側リンクアーム１２１の長手方向における中央部には二段ギヤ１２５が支持さ
れている。二段ギヤ１２５の上側のギヤ部１２５ａは第３の伝達ギヤ６２に噛合されてい
る。
【０２１２】
　第２の前側リンクアーム１２１の長手方向における他端部には軸部が連結された送りギ
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ヤ１２６、１２７が上面側と下面側にそれぞれ支持されている。送りギヤ１２６は二段ギ
ヤ１２５の下側のギヤ部１２５ｂに噛合されている。送りギヤ１２６、１２７の軸部にお
ける下端部には駆動ローラー１２８が連結されている。駆動ローラー１２８は少なくとも
外周部がゴム等の弾性変形可能な密着性の高い材料によって形成されている。
【０２１３】
　上記したように、第２の伝達ギヤ６１が切換ギヤ６０に噛合された状態において、駆動
モーター５２が回転されると、その駆動力が順にウォーム５４、ウォームギヤ５５、第１
の伝達ギヤ５９、切換ギヤ６０及び第２の伝達ギヤ６１を介して第３の伝達ギヤ６２に伝
達される。第３の伝達ギヤ６２に伝達された駆動力は、順に、二段ギヤ１２５、送りギヤ
１２６及び送りギヤ１２７に伝達されて駆動ローラー１２８が回転される。
【０２１４】
　第２の前側リンクアーム１２１がベースシャーシ４０に支持された状態において、二段
ギヤ１２５の上側のギヤ部１２５ａがベースシャーシ４０のギヤ移動孔４４に下方から挿
入される。
【０２１５】
　第２の後側リンクアーム１２２は上下方向を向く一方向に延びる板状に形成され、ベー
スシャーシ４０の前後方向における中央部の右端部に回動自在に支持されている。第２の
後側リンクアーム１２２の回動支点と反対側の端部には上方へ突出された連結軸部１２２
ａが設けられている。リンクアーム１２２がベースシャーシ４０に支持された状態におい
て、連結軸部１２２ａがベースシャーシ４０の右側の第１の軸移動孔４５に下方から挿入
され右側の第２の連動レバー６８に形成された係合孔６８ｂに挿入されて摺動自在に係合
されている。従って、第２の連動レバー６８は第２の後側リンクアーム１２２の動作に連
動して動作される。
【０２１６】
　第２のレール１２３は第２の前側リンクアーム１２１と第２の後側リンクアーム１２２
に回動自在に連結されている。第２のレール１２３は前後に延び、第２の前側リンクアー
ム１２１と第２の後側リンクアーム１２２の回動動作に伴って前後方向に延びる向きで左
右方向へ移動される。従って、第１のレール１０４と第２のレール１２３は常に平行な状
態で左右方向へ移動される。
【０２１７】
　第２のレール１２３は前後方向における長さが第１のレール１０４より短くされ、前端
部と後端寄りの部分がそれぞれ第２の前側リンクアーム１２１と第２の後側リンクアーム
１２２に回動自在に連結されている。
【０２１８】
　第２のレール１２３の後端部には上方へ突出された被作用軸１２３ａが設けられている
。
【０２１９】
　第２のレール１２３の前端側には上方へ突出された挿入ピン１２３ｂが設けられている
。
【０２２０】
　第２のレール１２３の前半部には順に噛合された送り平ギヤ１２９、１２９、・・・が
支持されている。最も前側に位置された送り平ギヤ１２９は送りギヤ１２６に噛合されて
いる。最も後側に位置する送り平ギヤ１２９には同軸上に回転ローラー１３０が連結され
ている。
【０２２１】
　従って、送りギヤ１２６に伝達された駆動モーター５２の駆動力は、順に送り平ギヤ１
２９、１２９、・・・を介して回転ローラー１３０に伝達されて回転ローラー１３０が回
転される。回転ローラー１３０は駆動ローラー１２８と同期して同じ方向へ回転される。
【０２２２】
　送りギヤ１２６と平ギヤ１２９、１２９、・・・はギヤカバー１３１によって下面側か
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ら覆われている。
【０２２３】
　第１のリンク機構１０１の第１のレール１０４と第２のリンク機構１２０の第２のレー
ル１２３とはそれぞれバネ部材１３２、１３２によって左右方向において互いに接近する
方向へ付勢されている（図２１参照）。
【０２２４】
　バネ部材１３２、１３２はコイルバネであり、コイル部１３２ａ、１３２ａがそれぞれ
ベースシャーシ４０のバネ支持軸４０ｄ、４０ｄに支持され、一端部１３２ｂ、１３２ｂ
がそれぞれベースシャーシ４０のバネ押さえ部４０ｅ、４０ｅに係合され、他端部１３２
ｃ、１３２ｃがそれぞれ第１のレール１０４と第２のレール１２３に係合されている。
【０２２５】
　第２のレール１２３が第２の前側リンクアーム１２１と第２の後側リンクアーム１２２
に支持された状態において、第２のレール１２３の被作用軸１２３ａがベースシャーシ４
０の右側の第２の軸移動孔４６に下方から挿入され第２のメインスライダー８５のカム孔
８８に挿入される。
【０２２６】
　また、上記したように、第１の連動レバー６７と第２の連動レバー６８は連結軸６７ａ
が連結孔６８ａに摺動自在に係合され、第１の後側リンクアーム１０３は連結軸部１０３
ａが第１の連動レバー６７の係合孔６７ｂに摺動自在に係合され、第２の後側リンクアー
ム１２２は連結軸部１２２ａが第２の連動レバー６８の係合孔６８ｂに摺動自在に係合さ
れている。
【０２２７】
　従って、第１の前側リンクアーム１０２及び第１の後側リンクアーム１０３に支持され
た第１のレール１０４と第２の前側リンクアーム１２１及び第２の後側リンクアーム１２
２に支持された第２のレール１２３とは第１の連動レバー６７及び第２の連動レバー６８
を介して連結されており、互いに離接する方向へ左右方向において平行移動される。
【０２２８】
　［ディスク搬送装置の動作］
　以下に、ディスク搬送装置２１のディスク状記録媒体２００に対する搬送動作について
説明する（図３９乃至図７６参照）。
【０２２９】
　ディスク搬送装置２１は、各部がディスク状記録媒体２００をローディングする前の初
期状態から動作を開始し、ディスクカートリッジ１から取り出されたディスク状記録媒体
２００をローディング動作によりチャッキング位置まで引込方向（後方）へ搬送し、チャ
ッキング位置においてディスク状記録媒体２００をチャッキングしてディスク状記録媒体
２００に記録された情報信号の記録又は再生を行う。ディスク搬送装置２１は、ディスク
状記録媒体２００に対する情報信号の記録又は再生が終了すると、ディスク状記録媒体２
００に対するチャッキングを解除し、チャッキング位置からディスク状記録媒体２００を
イジェクト動作により排出方向（前方）へ搬送してディスクカートリッジ１に収納し、デ
ィスクカートリッジ１へのディスク状記録媒体２００の収納後に初期状態に戻る。
【０２３０】
　ローディング動作及びイジェクト動作においては、ディスク状記録媒体２００が固定ロ
ーラー１０７、押圧ローラー１１２、駆動ローラー１２８及び回転ローラー１３０によっ
て搬送され、これらの固定ローラー１０７、押圧ローラー１１２、駆動ローラー１２８及
び回転ローラー１３０が搬送ローラーとして機能する。
【０２３１】
　＜初期状態＞
　先ず、各部の初期状態について説明する（図３９乃至図４１参照）。
【０２３２】
　初期状態においてルートアジャスター３１、３１はそれぞれ戻しバネ３９、３９によっ
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て中立位置に保持されている。
【０２３３】
　左側に位置するルートアジャスター３１の中立位置は位置決め用突部３４が右方に延び
る向きで保持された位置であり、右側に位置するルートアジャスター３１の中立位置は位
置決め用突部３４が左方に延びる向きで保持された位置である。
【０２３４】
　初期状態においては、駆動モーター５２は回転されておらず、駆動ギヤ５７と駆動ロー
ラー１２８は何れも回転されていない。
【０２３５】
　初期状態においては、第１のメインスライダー７３は第１のメインラック部７４ａ及び
第２のメインラック部７４ｂが何れも駆動ギヤ５７に噛合されず無ラック部７４ｃが駆動
ギヤ５７に対向して位置された非噛合位置にある。
【０２３６】
　初期状態においては、サブスライダー７９は非ラック部７９ｃが無ラック部７４ｃの真
上に位置され、非ラック部７９ｃが駆動ギヤ５７に対向して位置された非噛合位置にあり
、第１のサブラック部７９ａ及び第２のサブラック部７９ｂとも駆動ギヤ５７に噛合され
ていない。このとき第１のメインスライダー７３の支持ピン７４ｄ、７４ｄがそれぞれサ
ブスライダー７９の被支持孔７９ｄ、７９ｄの前後方向における中央部に位置されている
。
【０２３７】
　第１のメインスライダー７３に取り付けられたロック用レバー７８はロック部７８ｂが
サブスライダー７９のレバー挿入孔８１における挿入部８１ａの開口縁に接した状態とさ
れ、サブスライダー７９は第１のメインスライダー７３に対してロックされていない。
【０２３８】
　第２のメインスライダー８５は第１のメインスライダー７３の位置に応じて移動範囲の
中央に保持されている。
【０２３９】
　第１のメインスライダー７３が初期状態にあるときには、第１のレール１０４に支持さ
れたリミットレバー１１８の被作用軸１１８ｂが第１のメインスライダー７３のカム孔７
６における待機部７６ａの前側開口縁に接した状態とされている。また、このとき、第２
のレール１２３の被作用軸１２３ａが第２のメインスライダー８５のカム孔８８における
待機部８８ａの前側開口縁に接した状態とされている。
【０２４０】
　初期状態においては、第１の前側リンクアーム１０２、第１の後側リンクアーム１０３
、第２の前側リンクアーム１２１及び第２の後側リンクアーム１２２とも内側に傾斜した
状態とされており、排出レバー１０８も内側に傾斜した状態とされている。従って、排出
レバー１０８のローラー支持面部１１１及び押圧ローラー１１２は収納庫１１４から右方
へ引き出された状態とされている。
【０２４１】
　このとき第１の前側リンクアーム１０２に支持された固定ローラー１０７と第２の前側
リンクアーム１２１に支持された駆動ローラー１２８との距離はディスク状記録媒体２０
０の直径より小さくされている。
【０２４２】
　第１のメインスライダー７３が初期状態にあるときには、第１のプーリーホルダー６３
の被作用ピン６３ｄが第１のメインスライダー７３のカム支持孔７７における後側部７７
ａに係合されている。従って、第１のプーリーホルダー６３と第２のプーリーホルダー６
４は保持部６３ａ、６４ａがチャッキングプーリー６６の下側に位置された保持位置にあ
り、チャッキングプーリー６６が保持部６３ａ、６４ａによって上方に持ち上げられた状
態で保持されている。
【０２４３】
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　第２のメインスライダー８５が初期状態にあるときには、ギヤ支持プレート５８の摺動
ピン５８ｃが第２のメインスライダー８５のカム摺動孔８９における後側摺動部８９ａに
係合されている。従って、ギヤ支持プレート５８は切換ギヤ６０が第２の伝達ギヤ６１に
近付く方向へ回動されており、切換ギヤ６０が第２の伝達ギヤ６１に噛合されて駆動モー
ター５２の駆動力が駆動ローラー１２８に伝達可能な状態とされている。
【０２４４】
　サブスライダー７９が初期状態にあるときには、引張コイルバネ８４によって前方へ付
勢された作動レバー８３の第２の部分８３ｂが回動規制突部７９ｉに押し付けられ平面で
見て時計回り方向の回動端に保持されている。このとき第１の連動レバー６７に回動自在
に支持されたスタートレバー６９の作用軸６９ｂがサブスライダー７９の作用突部７９ｅ
より前方に位置されている。
【０２４５】
　サイドスライダー９０、９０はそれぞれ第１のメインスライダー７３と第２のメインス
ライダー８５に結合されており、第１のメインスライダー７３と第２のメインスライダー
８５の移動位置に応じた位置に保持されている。このときバネ１００、１００、・・・に
よって下方へ付勢されたユニットプレート９５は第２のサイド面部９９、９９の被ガイド
ピン９９ａ、９９ａ、・・・がそれぞれ昇降用カム孔９３、９３、・・・の保持凹部９３
ｄ、９３ｄ、・・・に押し付けられた状態で係合されている。従って、ユニットプレート
９５及びユニットプレート９５に配置されたベースユニットは下方の移動端に保持されて
いる。
【０２４６】
　ユニットプレート９５の被ガイドピン９９ａ、９９ａ、・・・がバネ１００、１００、
・・・の付勢力によってそれぞれ昇降用カム孔９３、９３、・・・の保持凹部９３ｄ、９
３ｄ、・・・に押し付けられることにより、ユニットプレート９５及びベースユニットの
上下方向における位置精度の向上が図られている。
【０２４７】
　＜ローディング動作＞
　ディスクチェンジャー２０に設けられた取出機構によってディスクカートリッジ１から
ディスク状記録媒体２００が後方（引込方向）へ取り出されると、ディスク搬送装置２１
によって以下のようなローディング動作が行われる（図４２乃至図５４参照）。
【０２４８】
　ディスクカートリッジ１からディスク状記録媒体２００が後方へ取り出されると、ディ
スク状記録媒体２００の外周面がルートアジャスター３１、３１に接してルートアジャス
ター３１、３１がディスク状記録媒体２００によって後方へ押圧される（図４２参照）。
ルートアジャスター３１、３１には位置決め溝３７、３７が形成されており、ディスク状
記録媒体２００の外周部が案内面３７ａ、３７ａ、・・・に案内されて位置決め溝３７、
３７に挿入される。
【０２４９】
　従って、案内面３７ａ、３７ａ、・・・によってディスク状記録媒体２００の外周部が
確実に位置決め溝３７、３７に挿入され、ディスク状記録媒体２００の上下方向における
位置精度の向上が図られる。
【０２５０】
　ディスク状記録媒体２００によって押圧されたルートアジャスター３１、３１はディス
ク状記録媒体２００を位置決めした状態でそれぞれ戻しバネ３９、３９の付勢力に反して
回動されていく。
【０２５１】
　ディスク状記録媒体２００は外周面が駆動ローラー１２８と固定ローラー１０７に接触
される。このときディスク状記録媒体２００の挿入に基づくセンサー基板５３に搭載され
たセンサー５３ａの検出動作によって駆動モーター５２が回転される。駆動モーター５２
が回転されると、その駆動力が順にウォーム５４、ウォームギヤ５５及び伝達ギヤ群５６
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を介して駆動ギヤ５７に伝達され、駆動ギヤ５７が伝達ギヤ群５６によって減速されて回
転される。また、駆動モーター５２の駆動力は順にウォーム５４、ウォームギヤ５５、第
１の伝達ギヤ５９、切換ギヤ６０、第２の伝達ギヤ６１、、第３の伝達ギヤ６２、二段ギ
ヤ１２５、送りギヤ１２６及び送りギヤ１２７に伝達されて駆動ローラー１２８が回転さ
れる。このとき駆動モーター５２の駆動力は送りギヤ１２６から平ギヤ１２９、１２９、
・・・を介して回転ローラー１３０にも伝達され、回転ローラー１３０が駆動ローラー１
２８と同期して同じ方向へ回転される。
【０２５２】
　駆動ギヤ５７が回転されても第１のメインスライダー７３とサブスライダー７９はとも
に非噛合位置にあるため、第１のメインスライダー７３、サブスライダー７９及び第２の
メインスライダー８５は移動されない。
【０２５３】
　駆動ローラー１２８が回転されると、駆動ローラー１２８と固定ローラー１０７によっ
てディスク状記録媒体２００が後方へ搬送されていく（図４３参照）。
【０２５４】
　ディスク状記録媒体２００が後方へ搬送されていくときには、さらにルートアジャスタ
ー３１、３１がディスク状記録媒体２００を位置決めした状態でそれぞれ戻しバネ３９、
３９の付勢力に反して回動されていく。
【０２５５】
　ディスク状記録媒体２００が後方へ搬送されていくと、第１のレール１０４と第２のレ
ール１２３が互いに離隔する方向へ平行移動され第１の前側リンクアーム１０２、第１の
後側リンクアーム１０３、第２の前側リンクアーム１２１及び第２の後側リンクアーム１
２２とも外側へ回動されていく。このとき排出レバー１０８も第１の前側リンクアーム１
０２の回動動作に伴って外側へ回動されていく。
【０２５６】
　また、第１の前側リンクアーム１０２と第２の前側リンクアーム１２１の回動動作に伴
って第１の連動レバー６７と第２の連動レバー６８がそれぞれ所定の方向へ回動される。
【０２５７】
　第１のレール１０４が移動されていくときには、リミットレバー１１８の被作用軸１１
８ｂがベースシャーシ４０の左側の第２の軸移動孔４６を移動されていく。
【０２５８】
　排出レバー１０８が第１の前側リンクアーム１０２の回動動作に伴って回動されていく
ときには、排出レバー１０８のカム係合部１１０がベースシャーシ４０の動作カム部４３
に摺動されて移動されていく。
【０２５９】
　第１の後側リンクアーム１０３が回動されていくときには、連結軸部１０３ａがベース
シャーシ４０の左側の第１の軸移動孔４５及び第１の連動レバー６７に形成された係合孔
６７ｂを移動されていく。
【０２６０】
　第２のレール１２３が移動されていくときには、被作用軸１２３ａがベースシャーシ４
０の右側の第２の軸移動孔４６を移動されていく。
【０２６１】
　第２の前側リンクアーム１２１が回動されていくときには、リンクアーム１２１に支持
された二段ギヤ１２５の上側のギヤ部１２５ａがベースシャーシ４０のギヤ移動孔４４を
移動されていく。
【０２６２】
　第２の後側リンクアーム１２２が回動されていくときには、連結軸部１２２ａがベース
シャーシ４０の右側の第１の軸移動孔４５及び第２の連動レバー６８に形成された係合孔
６８ｂを移動されていく。
【０２６３】



(29) JP 2013-58280 A 2013.3.28

10

20

30

40

50

　第１の連動レバー６７と第２の連動レバー６８が回動されていくときには、ディスク保
持ピン６７ｃ、６８ｃがそれぞれベースシャーシ４０のピン移動孔４７、４７を移動され
ていく。このとき第１の連動レバー６７の支持軸６７ｅはベースシャーシ４０の連結部移
動孔４８を移動され、スタートレバー６９の作用軸６９ｂはベースシャーシ４０の作用軸
移動孔４９及び第１の連動レバー６７の軸挿通孔６７ｄを移動されていく。
【０２６４】
　駆動ローラー１２８と固定ローラー１０７によってさらにディスク状記録媒体２００が
後方へ搬送されていく。
【０２６５】
　ディスク状記録媒体２００がさらに後方へ搬送されていくときには、さらにルートアジ
ャスター３１、３１がディスク状記録媒体２００を位置決めした状態でそれぞれ戻しバネ
３９、３９の付勢力に反して回動されていく。
【０２６６】
　ディスク状記録媒体２００がさらに後方へ搬送されていくときには、第１のレール１０
４と第２のレール１２３が互いに離隔する方向へさらに平行移動されるため、リミットレ
バー１１８の被作用軸１１８ｂによってサブスライダー７９に支持されている作動レバー
８３の第１の部分８３ａが左方へ押圧される（図４４参照）。従って、作動レバー８３は
引張コイルバネ８４の付勢力に反して平面で見て反時計回り方向へ回動される。第１のレ
ール１０４と第２のレール１２３は互いに離隔する方向へ引き続き平行移動されるため、
リミットレバー１１８の被作用軸１１８ｂが作動レバー８３の第１の部分８３ａを上側か
ら乗り越えるようにして左方へ移動され、作動レバー８３が引張コイルバネ８４の付勢力
によって平面で見て時計回り方向へ回動されて第２の部分８３ｂが回動規制突部７９ｉに
後方から接する元の位置に戻る。リミットレバー１１８の被作用軸１１８ｂは第１のレー
ル１０４の移動に伴ってさらに左方へ移動され第１のメインスライダー７３のカム孔７６
における待機部７６ａの左端寄りに位置される。
【０２６７】
　このとき第１の前側リンクアーム１０２、第１の後側リンクアーム１０３、第２の前側
リンクアーム１２１及び第２の後側リンクアーム１２２ともさらに外側へ回動されていく
（図４５参照）。第１のレール１０４と第２のレール１２３が互いに離隔する方向へさら
に平行移動され、駆動ローラー１２８と固定ローラー１０７を結ぶ線上にディスク状記録
媒体２００の中心が位置されたときには、第１のレール１０４と第２のレール１２３が大
きく離隔し第１の前側リンクアーム１０２、第１の後側リンクアーム１０３、第２の前側
リンクアーム１２１及び第２の後側リンクアーム１２２が略前後に延びる状態とされる。
【０２６８】
　上記したように、駆動ローラー１２８と固定ローラー１０７によってさらにディスク状
記録媒体２００が後方へ搬送され第１の前側リンクアーム１０２が略前後に延びる状態と
されたときには、排出レバー１０８も第１の前側リンクアーム１０２に伴ってさらに回動
されローラー支持面部１１１及び押圧ローラー１１２が収納庫１１４の収納部１１５に収
納される。
【０２６９】
　さらに駆動ローラー１２８と固定ローラー１０７によってディスク状記録媒体２００が
後方へ搬送されていくと、ディスク状記録媒体２００の外周面が駆動ローラー１２８、固
定ローラー１０７、押圧ローラー１１２及び回転ローラー１３０に接した状態とされる（
図４６参照）。
【０２７０】
　このときディスク状記録媒体２００の外周部が収納庫１１４の前側案内部１１６に形成
された前側ディスク案内面１１６ａに案内されて後方へ搬送されていく。
【０２７１】
　さらにディスク状記録媒体２００が後方へ搬送されていくときには、ルートアジャスタ
ー３１、３１とディスク状記録媒体２００の接触が解除され、ルートアジャスター３１、
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３１がそれぞれ戻しバネ３９、３９の付勢力によって中立位置まで回動される。
【０２７２】
　さらにディスク状記録媒体２００が後方へ搬送されていくときには、第１のレール１０
４と第２のレール１２３が互いに接近する方向へ平行移動され第１の前側リンクアーム１
０２、第１の後側リンクアーム１０３、第２の前側リンクアーム１２１及び第２の後側リ
ンクアーム１２２とも内側へ回動される。
【０２７３】
　続いて、ディスク状記録媒体２００は回転ローラー１３０と押圧ローラー１１２によっ
て後方へ搬送されていき、駆動ローラー１２８と固定ローラー１０７はディスク状記録媒
体２００の外周面から離隔される（図４７参照）。
【０２７４】
　ディスク状記録媒体２００がさらに後方へ搬送されていくときには、第１のレール１０
４と第２のレール１２３が互いに離隔する方向へ再び平行移動され第１の前側リンクアー
ム１０２、第１の後側リンクアーム１０３、第２の前側リンクアーム１２１及び第２の後
側リンクアーム１２２とも再び外側へ回動されていく。第１のレール１０４と第２のレー
ル１２３が互いに離隔する方向へ平行移動され、回転ローラー１３０と押圧ローラー１１
２を結ぶ線上にディスク状記録媒体２００の中心が位置されたときには、第１のレール１
０４と第２のレール１２３が再び大きく離隔し第１の前側リンクアーム１０２、第１の後
側リンクアーム１０３、第２の前側リンクアーム１２１及び第２の後側リンクアーム１２
２が再び略前後に延びる状態とされる。
【０２７５】
　上記のようにディスク状記録媒体２００が回転ローラー１３０と押圧ローラー１１２に
よって後方へ搬送されていくときには、ディスク状記録媒体２００の外周部が収納庫１１
４の前側案内部１１６の前側ディスク案内面１１６ａと後側案内部１１７の後側ディスク
案内面１１７ａ、１１７ａとに案内されて後方へ搬送されていく。
【０２７６】
　引き続き駆動ローラー１２８と固定ローラー１０７によってディスク状記録媒体２００
はチャッキング位置まで後方へ搬送されていく（図４８参照）。
【０２７７】
　ディスク状記録媒体２００がチャッキング位置、即ち、ディスク状記録媒体２００の中
心孔２００ａがベースユニットのディスクテーブルの真上に存在する位置まで搬送される
と、ディスク状記録媒体２００の外周面が押圧ローラー１１２、回転ローラー１３０、第
１の連動レバー６７のディスク保持ピン６７ｃ及び第２の連動レバー６８のディスク保持
ピン６８ｃに接した状態とされ、ディスク状記録媒体２００が４点で保持されてディスク
状記録媒体２００の移動がチャッキング位置において停止される。
【０２７８】
　ディスク状記録媒体２００がチャッキング位置まで搬送されたときには、リミットレバ
ー１１８の被作用軸１１８ｂが第１のメインスライダー７３のカム孔７６における待機部
７６ａの左端寄りの位置まで移動され、第２のレール１２３の被作用軸１２３ａが第２の
メインスライダー８５のカム孔８８における待機部８８ａの右端寄りの位置まで移動され
ている。
【０２７９】
　ディスク状記録媒体２００がチャッキング位置まで搬送されたときには、ディスク状記
録媒体２００の外周面によって第１の連動レバー６７に回動自在に支持されたスタートレ
バー６９の被押圧軸６９ａが後方へ押圧される。被押圧軸６９ａがディスク状記録媒体２
００によって後方へ押圧されると、スタートレバー６９がコイルバネ７０の付勢力に反し
て回動され、作用軸６９ｂによってサブスライダー７９の作用突部７９ｅが後方へ押圧さ
れる（図４９参照）。
【０２８０】
　スタートレバー６９が回動されて作用軸６９ｂによって作用突部７９ｅが後方へ押圧さ
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れると、サブスライダー７９が非噛合位置から第１のメインスライダー７３に対して後方
へ移動され駆動モーター５２の駆動力によって回転されている駆動ギヤ５７に第１のサブ
ラック部７９ａが噛合される。このときサブスライダー７９が非噛合位置から第１のメイ
ンスライダー７３に対して後方へ移動されることにより、位置制御バネ８２の一端部８２
ｂが相対的に第１のメインスライダー７３の支持ピン７４ｄに前方へ押圧され、位置制御
バネ８２によってサブスライダー７９に前方への移動力が付与される。
【０２８１】
　駆動ギヤ５７に第１のサブラック部７９ａが噛合されると、サブスライダー７９が駆動
モーター５２の駆動力によって後方へ移動されていく。サブスライダー７９が後方へ移動
されると被支持孔７９ｄ、７９ｄの前側開口縁がそれぞれ第１のメインスライダー７３の
支持ピン７４ｄ、７４ｄに接する。サブスライダー７９は後方へ移動されるため、作用突
部７９ｅが作用軸６９ｂから後方へ離隔されていく。
【０２８２】
　支持ピン７４ｄ、７４ｄはサブスライダー７９の第１のメインスライダー７３に対する
移動を規制する移動規制部として機能し、被支持孔７９ｄ、７９ｄは移動規制部として機
能する支持ピン７４ｄ、７４ｄによってサブスライダー７９の第１のメインスライダー７
３に対する移動が規制される被規制部として機能する。
【０２８３】
　被支持孔７９ｄ、７９ｄの前側開口縁がそれぞれ第１のメインスライダー７３の支持ピ
ン７４ｄ、７４ｄに接した状態で引き続きサブスライダー７９が後方へ移動されていくと
、被支持孔７９ｄ、７９ｄの前側開口縁によってそれぞれ支持ピン７４ｄ、７４ｄが後方
へ押圧され、第１のメインスライダー７３とサブスライダー７９が一体になって後方へ移
動されていく（図５０参照）。従って、第１のメインスライダー７３の第１のメインラッ
ク部７４ａが駆動ギヤ５７に噛合され、駆動ギヤ５７には第１のメインラック部７４ａと
サブスライダー７９の第１のサブラック部７９ａとがともに噛合される。
【０２８４】
　第１のメインスライダー７３とサブスライダー７９が一体になって後方へ移動されてい
くと、リミットレバー１１８の被作用軸１１８ｂが第１のメインスライダー７３のカム孔
７６における待機部７６ａから第１の直線部７６ｂまで移動され、第２のレール１２３の
被作用軸１２３ａが第２のメインスライダー８５のカム孔８８における待機部８８ａから
第１の直線部８８ｂまで移動される。
【０２８５】
　このとき第２のメインスライダー８５の後方への移動により、ギヤ支持プレート５８の
摺動ピン５８ｃが第２のメインスライダー８５のカム摺動孔８９の後側摺動部８９ａから
傾斜摺動部８９ｂを経て前側摺動部８９ｃまで移動される。従って、ギヤ支持プレート５
８が平面で見て反時計回り方向へ回動され、切換ギヤ６０が移動されて切替ギヤ６０と第
２の伝達ギヤ６１との噛合が解除され、駆動ローラー１２８と回転ローラー１３０の回転
が停止される。
【０２８６】
　第１のメインスライダー７３及び第２のメインスライダー８５が上記のように後方へス
ライドされるときにはサイドスライダー９０、９０が一体になって後方へ移動される（図
５１参照）。
【０２８７】
　サイドスライダー９０、９０が後方へ移動されると、バネ１００、１００、・・・によ
って下方へ付勢されたユニットプレート９５の被ガイドピン９９ａ、９９ａ、・・・がそ
れぞれ昇降用カム孔９３、９３、・・・の保持凹部９３ｄ、９３ｄ、・・・から傾斜カム
部９３ａ、９３ａ、・・・に移動される。従って、ユニットプレート９５及びユニットプ
レート９５に配置されたベースユニットが上方へ移動されディスクテーブルがチャッキン
グプーリー６６に接近されていく。
【０２８８】
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　さらに駆動ギヤ５７の回転により第１のメインスライダー７３とサブスライダー７９が
一体になって後方へ移動されていく（図５２参照）。
【０２８９】
　さらに駆動ギヤ５７の回転により第１のメインスライダー７３とサブスライダー７９が
一体になって後方へ移動されていくことにより、リミットレバー１１８の被作用軸１１８
ｂが第１のメインスライダー７３のカム孔７６における第１の直線部７６ｂから傾斜部７
６ｃを経て第２の直線部７６ｄまで移動される。同時に、第２のレール１２３の被作用軸
１２３ａが第２のメインスライダー８５のカム孔８８における第１の直線部８８ｂから傾
斜部８８ｃを経て第２の直線部８８ｄまで移動される。
【０２９０】
　従って、第１のレール１０４と第２のレール１２３が互いに離隔する方向へ移動され、
押圧ローラー１１２と回転ローラー１３０がディスク状記録媒体２００の外周部から離隔
される（図５３参照）。同時に、第１の後側リンクアーム１０３と第２の後側リンクアー
ム１２２の回動動作に伴い第１の連動レバー６７と第２の連動レバー６８が回動され、デ
ィスク保持ピン６７ｃ、６８ｃがディスク状記録媒体２００の外周面から離隔される。
【０２９１】
　第１のレール１０４と第２のレール１２３は最も離隔する位置まで移動される。
【０２９２】
　第１のレール１０４と第２のレール１２３が最も離隔する位置まで移動されるときには
、同時に、第１のメインスライダー７３の後方への移動により第１のプーリーホルダー６
３の被作用ピン６３ｄが第１のメインスライダー７３のカム支持孔７７における後側部７
７ａから中間部７７ｂを経て前側部７７ｃまで移動される。従って、チャッキングプーリ
ー６６を保持する保持位置から第１のプーリーホルダー６３と第２のプーリーホルダー６
４がコイルバネ６５の付勢力に反して離隔する方向へ回動され、チャッキングプーリー６
６に対する第１のプーリーホルダー６３と第２のプーリーホルダー６４の保持状態が解除
され、チャッキングプーリー６６が下方へ移動可能な状態とされる。
【０２９３】
　また、このとき同時に、第１のメインスライダー７３と第２のメインスライダー８５の
後方への移動に伴ってサイドスライダー９０、９０が後方へ移動され、ユニットプレート
９５の被ガイドピン９９ａ、９９ａ、・・・がそれぞれ昇降用カム孔９３、９３、・・・
の傾斜カム部９３ａ、９３ａ、・・・から前側カム部９３ｂ、９３ｂ、・・・まで移動さ
れる（図５４参照）。従って、ユニットプレート９５及びユニットプレート９５に配置さ
れたベースユニットが上方の移動端まで移動される。ベースユニットが上方の移動端まで
移動された状態においては、ベースユニットの一部がベースプレート２６のベース板部２
７に形成されたベースユニット配置孔２７ａに配置される。
【０２９４】
　ベースユニットが上方の移動端まで移動されると、ディスクテーブルにチャッキングプ
ーリー６６が吸着されディスク状記録媒体２００がディスクテーブルとチャッキングプー
リー６６によって挟持されてチャッキングされ、ディスク状記録媒体２００のローディン
グが完了する。
【０２９５】
　サイドスライダー９０、９０が後方へ移動されるときには、上記したように、第１のレ
ール１０４と第２のレール１２３が最も離隔する位置へ向けて移動され、第１のレール１
０４の挿入ピン１０４ｂと第２のレール１２３の挿入ピン１２３ｂとがそれぞれサイドス
ライダー９０、９０のガイド部９２、９２に形成されたカム摺動孔９４、９４に挿入され
る。
【０２９６】
　挿入ピン１０４ｂ、１２３ｂはそれぞれカム摺動孔９４、９４の後側摺動部９４ａ、９
４ａと傾斜摺動部９４ｂ、９４ｂを経て前側摺動部９４ｃ、９４ｃまで挿入される。従っ
て、第１のレール１０４と第２のレール１２３は最も離隔する位置において保持される。
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【０２９７】
　第１のメインスライダー７３、サブスライダー７９及び第２のメインスライダー８５は
後方の移動端まで移動されて停止される。第１のメインスライダー７３、サブスライダー
７９及び第２のメインスライダー８５が後方の移動端まで移動されると、駆動モーター５
２の駆動が停止されて駆動ギヤ５７の回転が停止される。
【０２９８】
　ディスク状記録媒体２００がディスクテーブルとチャッキングプーリー６６によってチ
ャッキングされると、ディスクテーブルが回転されると共に光ピックアップの駆動が開始
されディスク状記録媒体２００に対する情報信号の記録又は再生が行われる。
【０２９９】
　情報信号の記録又は再生が終了すると、ディスクテーブルの回転が停止されると共に光
ピックアップの駆動が終了する。
【０３００】
　＜イジェクト動作＞
　ディスク状記録媒体２００に対する情報信号の記録又は再生が終了すると、ディスク搬
送装置２１によって以下のようなイジェクト動作が行われる（図５５乃至図７２参照）。
【０３０１】
　イジェクト動作は駆動モーター５２がローディング動作における回転方向と反対方向へ
回転されることにより開始される。
【０３０２】
　駆動モーター５２が回転されると、上記したローディング動作における各動作と逆の動
作によりディスク状記録媒体２００がディスクカートリッジ１へ向けて前方（排出方向）
へ搬送され、ディスク状記録媒体２００がディスク搬送装置２１から排出されていく（図
５５参照）。このとき第１のメインスライダー７３及びサブスライダー７９は駆動モータ
ー５２の駆動力によって一体になって前方へ移動される。
【０３０３】
　第１のメインスライダー７３及び第２のメインスライダー８５が前方へ移動されるため
、リミットレバー１１８の被作用軸１１８ｂが第１のメインスライダー７３のカム孔７６
における第２の直線部７６ｄから傾斜部７６ｃ及び第１の直線部７６ｂを経て待機部７６
ａの左端寄りの位置まで移動される。また、第２のレール１２３の被作用軸１２３ａが第
２のメインスライダー８５のカム孔８８における第２の直線部８８ｄから傾斜部８８ｃ及
び第１の直線部８８ｂを経て待機部８８ａまで移動される。このときギヤ支持プレート５
８の摺動ピン５８ｃが第２のメインスライダー８５のカム摺動孔８９の前側摺動部８９ｃ
から傾斜摺動部８９ｂを経て後側摺動部８９ａまで移動され、切替ギヤ６０と第２の伝達
ギヤ６１が再び噛合される。
【０３０４】
　また、第１のメインスライダー７３の前方への移動により第１のプーリーホルダー６３
の被作用ピン６３ｄが第１のメインスライダー７３のカム支持孔７７における前側部７７
ｃから中間部７７ｂを経て後側部７７ａまで移動され、チャッキングプーリー６６が第１
のプーリーホルダー６３と第２のプーリーホルダー６４によって再び保持される。ユニッ
トプレート９５及びユニットプレート９５に配置されたベースユニットは、第１のメイン
スライダー７３と第２のメインスライダー８５の前方への移動に伴うサイドスライダー９
０、９０の前方への移動により下降され、被ガイドピン９９ａ、９９ａ、・・・がそれぞ
れ昇降用カム孔９３、９３、・・・の保持凹部９３ｄ、９３ｄ、・・・に再び保持される
。
【０３０５】
　ディスク状記録媒体２００は駆動ローラー１２８と固定ローラー１０７に接し略半分が
ディスク搬送装置２１から前方へ突出される位置まで搬送される。
【０３０６】
　ディスク状記録媒体２００がディスクカートリッジ１へ向けて搬送されるときには、ル
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ートアジャスター３１、３１がディスク状記録媒体２００によって前方へ押圧される。ル
ートアジャスター３１、３１には位置決め溝３７、３７が形成されており、ディスク状記
録媒体２００の外周部が案内面３７ａ、３７ａ、・・・に案内されて位置決め溝３７、３
７に挿入される。
【０３０７】
　従って、案内面３７ａ、３７ａ、・・・によってディスク状記録媒体２００の外周部が
確実に位置決め溝３７、３７に挿入され、ディスク状記録媒体２００の上下方向における
位置精度の向上が図られる。
【０３０８】
　ディスク状記録媒体２００によって押圧されたルートアジャスター３１、３１はディス
ク状記録媒体２００を位置決めした状態でそれぞれ戻しバネ３９、３９の付勢力に反して
回動されていく。このときルートアジャスター３１、３１の位置決め用突部３４、３４が
それぞれディスクカートリッジ１の左右に離隔して位置された保持溝１６ｃ、１６ｃに挿
入される（図５６参照）。ルートアジャスター３１、３１の位置決め用突部３４、３４は
、ディスク状記録媒体２００が挿入される保持溝１６ｃ、１６ｃの、例えば、一段上の保
持溝１６ｃ、１６ｃに挿入される（図５６及び図５７参照）。
【０３０９】
　位置決め用突部３４が保持溝１６ｃに挿入されるときには、位置決め用突部３４は上下
両端部に形成された上側の被案内面３４ａ又は下側の被案内面３４ａが保持溝１６ｃの後
側開口縁に摺動されて保持溝１６ｃに位置決めされる。ディスク搬送装置２１にあっては
、位置決め用突部３４が保持溝１６ｃに挿入されるときに、例えば、下側の被案内面３４
ａが保持溝１６ｃの後側開口縁に摺動されて保持溝１６ｃに位置決めされるように設定さ
れている。
【０３１０】
　従って、ルートアジャスター３１、３１の位置決め用突部３４、３４は、ディスク状記
録媒体２００が挿入される保持溝１６ｃ、１６ｃの一段上の保持溝１６ｃ、１６ｃを形成
する下面に押し付けられた状態で位置決めされる。
【０３１１】
　第１のレール１０４と第２のレール１２３はディスク状記録媒体２００がディスク搬送
装置２１から排出されるに伴って互いに接近する方向へ平行移動され、第１の前側リンク
アーム１０２、第１の後側リンクアーム１０３、第２の前側リンクアーム１２１及び第２
の後側リンクアーム１２２とも内側へ回動されていく。このとき排出レバー１０８も第１
の前側リンクアーム１０２の回動動作に伴って内側へ回動され、ローラー支持面部１１１
及び押圧ローラー１１２が収納庫１１４から右方へ突出されていく。
【０３１２】
　第１のメインスライダー７３とサブスライダー７９はそれぞれ無ラック部７４ｃが駆動
ギヤ５７に対向して位置される非噛合位置と非ラック部７９ｃが駆動ギヤ５７に対向して
位置される非噛合位置とにおいて停止される。また、第１のメインスライダー７３と同期
して前方へ移動された第２のメインスライダー８５も所定の位置で停止される。
【０３１３】
　ディスク状記録媒体２００の前方への搬送により、第１のレール１０４と第２のレール
１２３が互いに接近する方向へ平行移動されると、リミットレバー１１８の被作用軸１１
８ｂによってサブスライダー７９に支持された作動レバー８３の第１の部分８３ａが右方
へ押圧される（図５８参照）。
【０３１４】
　従って、作動レバー８３によって回動規制突部７９ｉが前方へ押圧され、サブスライダ
ー７９が非噛合位置から第１のメインスライダー７３に対して前方へ移動されていく。
【０３１５】
　第１のレール１０４と第２のレール１２３が互いに接近する方向へ平行移動されると共
にサブスライダー７９が前方へ移動されると、リミットレバー１１８の被作用軸１１８ｂ
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はカム孔７６の待機部７６ａにおいて作動レバー８３の第１の部分８３ａを上側から乗り
越えるようにして右方へ移動される（図５９参照）。
【０３１６】
　このときサブスライダー７９が非噛合位置から第１のメインスライダー７３に対して前
方へ移動されることにより、位置制御バネ８２の他端部８２ｃが相対的に第１のメインス
ライダー７３の支持ピン７４ｄに後方へ押圧され、位置制御バネ８２によってサブスライ
ダー７９に後方への移動力が付与される。
【０３１７】
　また、サブスライダー７９が前方へ移動されるため、リミットレバー１１８の被作用軸
１１８ｂにカム孔７６ａの後側開口縁が後方から接触され、サブスライダー７９の移動に
伴って第１のレール１０４が前方へ移動されていく（図６０参照）。第１のレール１０４
が前方へ移動されていくときには第２のレール１２３が第１のレール１０４に同期して前
方へ移動されていく。サブスライダー７９の前方への移動により駆動ギヤ５７に第２のサ
ブラック部７９ｂが噛合される（図６１参照）。
【０３１８】
　駆動ギヤ５７に第２のサブラック部７９ｂが噛合されると、サブスライダー７９が駆動
モーター５２の駆動力によって前方へ移動されていく。サブスライダー７９が前方へ移動
されると被支持孔７９ｄ、７９ｄの後側開口縁がそれぞれ第１のメインスライダー７３の
支持ピン７４ｄ、７４ｄに接する。
【０３１９】
　被支持孔７９ｄ、７９ｄの後側開口縁がそれぞれ第１のメインスライダー７３の支持ピ
ン７４ｄ、７４ｄに接した状態で引き続きサブスライダー７９が前方へ移動されていくと
、被支持孔７９ｄ、７９ｄの後側開口縁によってそれぞれ支持ピン７４ｄ、７４ｄが前方
へ押圧され、第１のメインスライダー７３とサブスライダー７９が一体になって前方へ移
動されていく（図６２参照）。従って、第１のメインスライダー７３の第２のメインラッ
ク部７４ｂが駆動ギヤ５７に噛合され、駆動ギヤ５７には第２のメインラック部７４ｂと
サブスライダー７９の第２のサブラック部７９ｂとがともに噛合される。
【０３２０】
　第１のメインスライダー７３がサブスライダー７９と一体になって前方へ移動されるた
め、第２のメインスライダー８５も第１のメインスライダー７３に同期して前方へ移動さ
れていく。
【０３２１】
　第２のメインラック部７４ｂと第２のサブラック部７９ｂが駆動ギヤ５７に噛合された
状態で第１のメインスライダー７３とサブスライダー７９が一体になって前方へ移動され
るときには、ベースシャーシ４０に設けられたロック用作用突部４０ｆによって第１のメ
インスライダー７３に取り付けられたロック用レバー７８の弾性変形部７８ａが弾性変形
される（図６２参照）。弾性変形部７８ａが弾性変形されると、ロック部７８ｂがサブス
ライダー７９に形成されたレバー挿入孔８１のレバー係合部８１ｂに挿入されてサブスラ
イダー７９が第１のメインスライダー７３に対してロック用レバー７８によってロックさ
れる。従って、第１のメインスライダー７３とサブスライダー７９はロックされた状態で
前方へ向けて移動される。
【０３２２】
　このときユニットプレート９５は、第１のメインスライダー７３と第２のメインスライ
ダー８５の前方への移動に伴うサイドスライダー９０、９０の前方への移動により、被ガ
イドピン９９ａ、９９ａ、・・・がそれぞれ昇降用カム孔９３、９３、・・・の後側カム
部９３ｃ、９３ｃ、・・・を移動される（図６３参照）。
【０３２３】
　ディスク状記録媒体２００は駆動ローラー１２８と固定ローラー１０７によって前方へ
向けて搬送されるが、ディスク状記録媒体２００がディスク搬送装置２１から所定量前方
へ突出された状態になると、駆動ローラー１２８と固定ローラー１０７によるディスク状
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記録媒体２００の搬送が不能な状態になる。
【０３２４】
　サブスライダー７９の前方への移動によりリミットレバー１１８の被作用軸１１８ｂが
サブスライダー７９によって押圧されて第１のレール１０４が前方へ移動されていくと、
ルートアジャスター３１、３１とディスク状記録媒体２００の接触が解除され、ルートア
ジャスター３１、３１がそれぞれ戻しバネ３９、３９の付勢力によって中立位置まで回動
される（図６４参照）。このとき排出レバー１０８は第１のレール１０４の前方への移動
により排出レバー１０８が略前方へ移動する方向へ大きく回動されており、駆動ローラー
１２８と固定ローラー１０７による搬送に引き続きディスク状記録媒体２００が排出レバ
ー１０８によって前方へ向けて搬送されていく。
【０３２５】
　ディスク状記録媒体２００は外周面が押圧ローラー１１２によって押圧されることによ
り、前方へ向けて搬送されていく。
【０３２６】
　このとき排出レバー１０８のローラー支持面部１１１はベースシャーシ４０の下面に設
けられた摺動突部４０ｃ、４０ｃに摺動され（図６５参照）、押圧ローラー１１２が収納
庫１１４に収納された状態よりも下方に位置される。排出レバー１０８には、上記したよ
うに、付勢バネ１１３によって上方への移動力が付与されているため、ローラー支持面部
１１１が摺動突部４０ｃ、４０ｃに押し付けられ、押圧ローラー１１２の位置が安定され
る。
【０３２７】
　排出レバー１０８が第１のレール１０８の前方への移動に伴ってさらに回動されローラ
ー支持面部１１１が摺動突部４０ｃ、４０ｃの前方に位置されると、押圧ローラー１１２
が排出レバー１０８とともに付勢バネ１１３の付勢力によって稍上方に移動される。従っ
て、ディスク状記録媒体２００の後端部が押圧ローラー１１２のフランジ部１１２ｂによ
って稍上方に持ち上げられディスク状記録媒体２００が水平方向に対して前下がりに傾斜
される（図６６参照）。このときディスク状記録媒体２００は一部がディスクカートリッ
ジ１の内部に挿入されており、ディスク状記録媒体２００はディスクカートリッジ１の保
持溝１６ｃ、１６ｃに前下がりに傾斜した状態で収納されていく。
【０３２８】
　上記したように、ディスク状記録媒体２００がディスクカートリッジ１に収納されると
きには、ルートアジャスター３１、３１の位置決め用突部３４、３４に形成された被案内
面３４ａ、３４ａ、・・・がディスクカートリッジ１の後側開口縁に案内されて位置決め
用突部３４、３４が保持溝１６ｃ、１６ｃに位置決めされた状態で挿入される。
【０３２９】
　従って、ルートアジャスター３１、３１のディスクカートリッジ１に対する位置決めを
確実に行うことができ、ディスク状記録媒体２００をディスクカートリッジ１の保持溝１
６ｃ、１６ｃに確実に挿入することができる。
【０３３０】
　また、上記したように、ディスク状記録媒体２００がディスクカートリッジ１に収納さ
れていくときには、ルートアジャスター３１、３１の位置決め用突部３４、３４が、ディ
スク状記録媒体２００が挿入される保持溝１６ｃ、１６ｃの一段上の保持溝１６ｃ、１６
ｃを形成する下面に押し付けられた状態で位置決めされる。
【０３３１】
　従って、ルートアジャスター３１、３１のディスクカートリッジ１に対する位置精度が
向上し、ディスク状記録媒体２００をディスクカートリッジ１の保持溝１６ｃ、１６ｃに
確実かつ円滑に挿入することができる。
【０３３２】
　さらに、ルートアジャスター３１、３１はディスク状記録媒体２００によって押圧され
て回動され、ディスク状記録媒体２００が挿入される保持溝１６ｃ、１６ｃとは異なる保
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持溝１６ｃ、１６ｃに位置決め用突部３４、３４が挿入されてディスクカートリッジ１に
対する位置決めが行われる。
【０３３３】
　従って、ディスクカートリッジ１に対するディスク状記録媒体２００の収納をルートア
ジャスター３１、３１が妨げることがなく、ディスクカートリッジ１に対するディスク状
記録媒体２００の円滑な収納を行うことができる。
【０３３４】
　さらにまた、ルートアジャスター３１、３１の位置決め溝３７、３７、・・・に案内面
３７ａ、３７ａ、・・・を形成しているため、ルートアジャスター３１、３１の位置決め
溝３７、３７、・・・にディスク状記録媒体２００が確実に挿入され、ディスク状記録媒
体２００の位置精度の向上を簡単かつ確実に行うことができる。
【０３３５】
　また、ルートアジャスター３１には外周面に二つの位置決め溝３７、３７が形成され、
ディスク状記録媒体２００のディスク搬送装置２１に対する引込方向及び排出方向への搬
送時に何れもルートアジャスター３１が中立位置を基準として回動されてディスク状記録
媒体２００の外周部が位置決め溝３７、３７に挿入されて位置決めされる。
【０３３６】
　従って、ルートアジャスター３１、３１によって引込方向及び排出方向への搬送時にお
けるディスク状記録媒体２００の位置決めを行うことができ、部品点数の削減を図った上
でディスク状記録媒体２００の位置精度の向上を図ることができる。
【０３３７】
　加えて、ルートアジャスター３１、３１は回動方向に拘わらず戻しバネ３９によって中
立位置に回動され中立位置を基準として回動されるため、ルートアジャスター３１、３１
の動作の信頼性の向上を図ることができる。
【０３３８】
　排出レバー１０８が第１のレール１０４の前方への移動に伴って回動されていくときに
は、カム係合部１１０がベースシャーシ４０に形成された動作カム部４３に摺動されてい
く。排出レバー１０８はカム係合部１１０がベースシャーシ４０の動作カム部４３におけ
る第２のカム部４３ｂの前端部に係合される。
【０３３９】
　排出レバー１０８が第１のレール１０４の前方への移動に伴ってさらに回動されると、
ディスク状記録媒体２００がさらに押圧ローラー１１２によって前方へ押圧されてディス
クカートリッジ１に収納されていく（図６７参照）。
【０３４０】
　さらに排出レバー１０８が第１のレール１０４の前方への移動に伴って回動されると、
排出レバー１０８はカム係合部１１０がベースシャーシ４０の動作カム部４３における第
２のカム部４３ｂから第３のカム部４３ｃに挿入される（図６８参照）。カム係合部１１
０が第３のカム部４３ｃに挿入されると、排出レバー１０８がカム係合部１１０を支点と
して第１の前側リンクアーム１０２に対して押圧ローラー１１２が略前方へ移動される方
向へ回動され、押圧ローラー１１２がディスクカートリッジ１の内部に挿入される（図６
９参照）。
【０３４１】
　押圧ローラー１１２がディスクカートリッジ１の内部に挿入されることにより、ディス
ク状記録媒体２００の全体がディスクカートリッジ１に収納される。このとき第１のメイ
ンスライダー７３、サブスライダー７９及び第２のメインスライダー８５は前方の移動端
まで移動されて停止され、駆動モーター５２の駆動が停止されて駆動ギヤ５７の回転が一
旦停止される。
【０３４２】
　このときリミットレバー１１８の被作用軸１１８ｂが第１のメインスライダー７２に押
圧されて移動される第１のレール１０４の停止位置によってはディスク状記録媒体２００
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が押圧ローラー１１２によって過剰に前方へ押圧されディスクカートリッジ１の前面部に
ディスク状記録媒体２００の前縁が押し付けられてディスク状記録媒体２００に傷付きや
損傷が発生するおそれがある。
【０３４３】
　しかしながら、ディスク状記録媒体２００が押圧ローラー１１２によって過剰に前方へ
押圧されて前面部にディスク状記録媒体２００の前縁が接触したときに、さらにリミット
レバー１１８の被作用軸１１８ｂが第１のメインスライダー７２に押圧されると、リミッ
トレバー１１８と第１のレール１０４の間に支持された引張バネ１１９が伸長される（図
７０参照）。
【０３４４】
　従って、リミットレバー１１８が第１のメインスライダー７２に対して前方へ移動され
第１のメインスライダー７２は移動されず、ディスク状記録媒体２００に前方への過剰な
移動力が付与されないため、ディスク状記録媒体２００の傷付きや損傷の発生を防止する
ことができる。
【０３４５】
　続いて、駆動モーター５２はイジェクト動作における回転方向と反対方向へ回転され、
ディスク状記録媒体２００をディスクカートリッジ１に収納する動作と反対の動作により
各部が初期状態に戻る。各部が初期状態に戻ると、センサー基板５３に搭載されたセンサ
ー５３ａの検出動作によって駆動モーター５２の回転が停止される。
【０３４６】
　駆動モーター５２がイジェクト動作における回転方向と反対方向へ回転されて各部が初
期状態に戻るときには、排出レバー１０８が回動されて押圧ローラー１１２がディスク状
記録媒体２００から後方側へ離隔される。従って、押圧ローラー１１２のフランジ部１１
２ｂがディスク状記録媒体２００の下面側から後方へ移動されるため、水平方向に対して
傾斜されていたディスク状記録媒体２００が水平な状態にされてディスクカートリッジ１
の保持溝１６ｃ、１６ｃの適正な位置に保持される。
【０３４７】
　各部が初期状態に戻るときには、第１のメインスライダー７３、サブスライダー７９及
び第２のメインスライダー８５が後方へ移動され、第１のレール１０４と第２のレール１
２３が後方へ移動され、第１の前側リンクアーム１０２、第１の後側リンクアーム１０３
、第２の前側リンクアーム１２１及び第２の後側リンクアーム１２２が前後方向へ延びる
方向へ回動され、排出レバー１０８は押圧ローラー１１２が収納庫１１４に収納される方
向へ回動される。
【０３４８】
　尚、上記したように、ルートアジャスター３１は位置決め用突部３４がディスクカート
リッジ１の保持溝１６ｃに挿入されて位置決めされるが、各部の組付精度や加工精度によ
っては位置決め用突部３４が保持溝１６ｃから取り出されずルートアジャスター３１が中
立位置へ向けて回動されないおそれがある。
【０３４９】
　そこで、ディスク搬送装置２１にあっては、各部が初期状態に戻るときに、位置決め用
突部３４が保持溝１６ｃから取り出されない場合に、以下のように、ルートアジャスター
３１を強制的に中立位置へ向けて回動させるようにしている（図７１及び図７２参照）。
【０３５０】
　各部が初期状態に戻るときには、上記したように、第１の前側リンクアーム１０２と第
２の前側リンクアーム１２１が前後方向へ延びる方向へ回動される。このとき位置決め用
突部３４が保持溝１６ｃから取り出されない場合に、第１の前側リンクアーム１０２の作
用片部１０５に設けられた引掛部１０５ａが左側のルートアジャスター３１の突状部３５
に設けられた係合部３５ａに係合され、第２の前側リンクアーム１２１の作用片部１２４
に設けられた引掛部１２４ａが右側のルートアジャスター３１の突状部３５に設けられた
係合部３５ａに係合される（図７１参照）。
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【０３５１】
　続いて、第１の前側リンクアーム１０２と第２の前側リンクアーム１２１が回動される
と、第１の前側リンクアーム１０２の引掛部１０５ａが係合部３５ａに係合され、第２の
前側リンクアーム１２１の引掛部１２４ａが係合部３５ａに係合されているため、第１の
前側リンクアーム１０２と第２の前側リンクアーム１２１によってルートアジャスター３
１、３１が中立位置へ向けて強制的に回動される。従って、位置決め用突部３４、３４が
それぞれディスクカートリッジ１の保持溝１６ｃ、１６ｃから取り出される。
【０３５２】
　引き続き第１の前側リンクアーム１０２と第２の前側リンクアーム１２１が回動される
と、第１の前側リンクアーム１０２と第２の前側リンクアーム１２１の回動支点がそれぞ
れルートアジャスター３１、３１の回動支点に対して稍後側にずれた位置に形成されてい
るため、引掛部１０５ａ、１２４ａの位置がそれぞれ係合部３５ａ、３５ａに対して側方
へずれていく（図７２参照）。従って、引掛部１０５ａ、１２４ａと係合部３５ａ、３５
ａの係合状態がそれぞれ解除され、ルートアジャスター３１、３１がそれぞれ戻しバネ３
９、３９の付勢力によって中立位置まで回動され、第１の前側リンクアーム１０２と第２
の前側リンクアーム１２１がそれぞれ初期状態まで回動される。
【０３５３】
　このようにディスク搬送装置２１にあっては、位置決め用突部３４が保持溝１６ｃから
取り出されなくなった場合にルートアジャスター３１を強制的に中立位置へ向けて回動さ
せる機構が設けられているため、ルートアジャスター３１、３１が確実に中立位置まで回
動され、ディスク搬送装置２１の円滑な動作状態を確保することができる。
【０３５４】
　また、ルートアジャスター３１の位置決め用突部３４が保持溝１６ｃから取り出された
ときに、引掛部１０５ａ、１２４ａと係合部３５ａ、３５ａの係合状態がそれぞれ解除さ
れている。
【０３５５】
　従って、ルートアジャスター３１、３１を中立位置まで確実に回動させることができる
と共に第１の前側リンクアーム１０２と第２の前側リンクアーム１２１を確実に初期状態
まで回動させることができ、ディスク搬送装置２１の動作の信頼性の向上を図ることがで
きる。
【０３５６】
　＜ロック用レバー等の動作＞
　次に、排出レバー１０８によるディスク状記録媒体２００のディスクカートリッジ１へ
の収納が終了し第１のメインスライダー７３とサブスライダー７９が前方の移動端から非
噛合位置まで後方へ移動されるときのロック用レバー７８等の具体的な動作について説明
する（図７３乃至図７６参照）。
【０３５７】
　尚、第１のメインスライダー７３は駆動モーター５２によって前後方向へ移動されて所
定の各部に駆動モーター５２の駆動力を伝達する機能を有している。これらの所定の各部
は駆動伝達部として設けられ、駆動伝達部としては、例えば、第１のリンク機構１０１の
各部、第２のリンク機構１２０の各部、サイドスライダー９０、９０等の第１のメインス
ライダー７３に連動して動作される各部が含まれる。
【０３５８】
　排出レバー１０８によるディスク状記録媒体２００のディスクカートリッジ１への収納
が終了すると、上記したように、駆動モーター５２がイジェクト動作における回転方向と
反対方向へ回転され、駆動ギヤ５７の回転により第１のメインスライダー７３とサブスラ
イダー７９が一体になって後方へ移動されていく（図７３参照）。
【０３５９】
　このとき、上記したように、サブスライダー７９は第１のメインスライダー７３に対し
てロック用レバー７８によってロックされており、位置制御バネ８２によってサブスライ
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ダー７９に第１のメインスライダー７３に対して後方への移動力が付与されている。
【０３６０】
　さらに駆動モーター５２の駆動力によって第１のメインスライダー７３とサブスライダ
ー７９が後方へ移動されていくと、第１のメインスライダー７３の第２のメインラック部
７４ｂと駆動ギヤ５７の噛合が解除される（図７４参照）。このときロック解除用作用突
部４０ｇにロック用レバー７８の弾性変形部７８ａが摺動されて弾性変形部７８ａが弾性
復帰されロック部７８ｂがサブスライダー７９に形成されたレバー挿入孔８１のレバー係
合部８１ｂから引き出される。従って、サブスライダー７９の第１のメインスライダー７
３に対するロック用レバー７８によるロックが解除され、第１のメインスライダー７３が
非噛合位置において停止される。
【０３６１】
　サブスライダー７９は駆動モーター５２の駆動力によって引き続き僅かに後方へ移動さ
れる（図７５参照）。
【０３６２】
　サブスライダー７９が駆動モーター５２の駆動力によって僅かに後方へ移動されると、
駆動ギヤ５７とサブスライダー７９の第２のサブラック部７９ｂとの噛合が解除されて駆
動モーターの駆動力によるサブスライダー７９の移動が停止される。このとき位置制御バ
ネ８２によってサブスライダー７９に第１のメインスライダー７３に対して後方への移動
力（付勢力）が付与されているため、サブスライダー７９が位置制御バネ８２の付勢力に
よって第１のメインスライダー７３に対して僅かに後方へ移動されて非噛合位置において
停止される（図７６参照）。
【０３６３】
　［まとめ］
　以上に記載した通り、ディスク搬送装置２１にあっては、ディスク状記録媒体２００に
よって押圧されて回動されるルートアジャスター３１、３１を設け、ルートアジャスター
３１、３１にディスク状記録媒体２００の外周部が挿入される位置決め溝３７、３７、・
・・を形成している。
【０３６４】
　従って、ディスク状記録媒体２００を位置決めするための構成がルートアジャスター３
１、３１と言う簡素な部材によって構成され、機構の簡素化を確保した上でディスク状記
録媒体２００の搬送時における位置精度の向上を図ることができる。
【０３６５】
　［本技術］
　本技術は、以下のような構成とすることができる。
【０３６６】
　（１）ディスクカートリッジから引き出されて引き込まれる引込方向又は排出されてデ
ィスクカートリッジに収納される排出方向へ中心軸方向に直交する方向において搬送され
るディスク状記録媒体によって押圧されて回動されるルートアジャスターを備え、前記ル
ートアジャスターに前記ディスク状記録媒体の搬送時に前記ディスク状記録媒体の外周部
が挿入されて前記ディスク状記録媒体の位置決めを行う位置決め溝が形成されたディスク
搬送装置。
【０３６７】
　（２）前記ディスクカートリッジに複数の前記ディスク状記録媒体がそれぞれ収納可能
な複数の保持溝が前記ディスク状記録媒体の中心軸方向に並んで形成され、前記ルートア
ジャスターに、前記ディスク状記録媒体が前記排出方向へ搬送されて回動されたときに前
記ディスク状記録媒体が挿入される保持溝と異なる保持溝に挿入されて前記ルートアジャ
スターの前記ディスクカートリッジに対する位置決めを行う位置決め用突部を設けた前記
（１）に記載のディスク搬送装置。
【０３６８】
　（３）前記ルートアジャスターの位置決め用突部が、前記保持溝を形成する面に押し付
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けられるようにした前記（２）に記載のディスク搬送装置。
【０３６９】
　（４）前記位置決め用突部に、前記ルートアジャスターの回動時に前記保持溝を形成す
る面に摺動され前記摺動される面に対して傾斜された被案内面を形成した前記（３）に記
載のディスク搬送装置。
【０３７０】
　（５）前記ルートアジャスターが中立位置を基準として反対方向へ回動可能とされ、前
記位置決め溝が前記ルートアジャスターの外周面に二つ形成され、前記ディスク状記録媒
体の前記引込方向への搬送時に前記ルートアジャスターが中立位置を基準として一方へ回
動されて前記ディスク状記録媒体の外周部が一方の前記位置決め溝に挿入され、前記ディ
スク状記録媒体の前記排出方向への搬送時に前記ルートアジャスターが中立位置を基準と
して他方へ回動されて前記ディスク状記録媒体の外周部が他方の前記位置決め溝に挿入さ
れるようにした前記（１）から前記（４）の何れかに記載のディスク搬送装置。
【０３７１】
　（６）前記ルートアジャスターが前記中立位置を基準として一方及び他方へ回動された
ときに前記ルートアジャスターを前記中立位置まで回動させる戻しバネを設けた前記（５
）に記載のディスク搬送装置。
【０３７２】
　（７）前記位置決め溝に前記ディスク状記録媒体を案内する案内面を形成した前記（１
）から前記（６）の何れかに記載のディスク搬送装置。
【０３７３】
　（８）ディスク状記録媒体の搬送方向に延び搬送される前記ディスク状記録媒体を挟ん
で反対側に位置される一対のレールと、前記一対のレールに回動可能に連結されて前記一
対のレールを前記ディスク状記録媒体の外周面に離接する方向へ平行移動させる複数のリ
ンクアームと、少なくとも一方の前記レールに回動自在に支持され回動されることにより
前記ルートアジャスターによって位置決めされた前記ディスク状記録媒体の外周面を押圧
して前記ディスク状記録媒体を前記ディスクカートリッジに収納する排出レバーとを設け
、前記複数のリンクアームの少なくとも一つに引掛部を設け、前記ルートアジャスターに
前記引掛部に係合可能な係合部を設け、前記ディスク状記録媒体が前記ディスクカートリ
ッジに収納され前記排出レバーが前記ディスク状記録媒体を押圧する方向と反対方向へ回
動されたときに前記リンクアームが前記排出レバーと同じ方向へ回動され、前記位置決め
用突部が前記保持溝に挿入された状態において前記排出レバーが前記反対方向へ回動され
て前記リンクアームが前記排出レバーと同じ方向へ回動されたときに前記引掛部が前記係
合部に係合可能とされ、前記引掛部が前記係合部に係合したときに前記ルートアジャスタ
ーが前記リンクアームの回動動作に伴って前記中立位置へ向けて回動されるようにした前
記（１）から前記（７）の何れかに記載のディスク搬送装置。
【０３７４】
　（９）前記排出レバーが前記ルートアジャスターと同じ方向へ回動可能とされ、前記ル
ートアジャスターの回動中心と前記排出レバーの回動中心とが前記回動中心に直交する方
向において異なる位置に存在し、前記排出レバーの前記反対方向への回動時に係合された
前記引掛部と前記係合部が摺動され前記排出レバーと前記ルートアジャスターが所定の位
置に回動されたときに前記引掛部と前記係合部の係合が解除されるようにした前記（８）
に記載のディスク搬送装置。
【０３７５】
　上記した最良の形態において示した各部の具体的な形状及び構造は、何れも本技術を実
施する際の具体化のほんの一例を示したものにすぎず、これらによって本技術の技術的範
囲が限定的に解釈されることがあってはならないものである。
【図面の簡単な説明】
【０３７６】
【図１】図２乃至図７６と共に本技術ディスク搬送装置の実施の形態を示すものであり、
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本図は、ディスク搬送装置によって搬送されるディスク状記録媒体が収納されるディスク
カートリッジの斜視図である。
【図２】第１のシェルと第２のシェルの分離した状態を示すディスクカートリッジの斜視
図である。
【図３】図２とは別の方向から見た状態で第１のシェルと第２のシェルの分離した状態を
示すディスクカートリッジの斜視図である。
【図４】第１のシェルと第２のシェルがロックスライダーによってロックされている状態
を示すディスクカートリッジの断面図である。
【図５】図６と共にディスク搬送装置が設けられたディスクストレージシステムを示すも
のであり、本図は、ディスク状記録媒体がディスクカートリッジに収納されている状態を
示す概略側面図である。
【図６】ディスク状記録媒体がディスクカートリッジとディスク搬送装置の間で受け渡さ
れている状態を示す概略側面図である。
【図７】ディスク搬送装置の斜視図である。
【図８】ディスク搬送装置の分解斜視図である。
【図９】主にベースシャーシの上面側に配置された各部材を示す概略平面図である。
【図１０】主にベースシャーシの下面側に配置された各部材を示す概略平面図である。
【図１１】ベースフレームとベースプレートを示す斜視図である。
【図１２】ベースフレームとユニットプレートとベースプレートを示す斜視図である。
【図１３】左側のルートアジャスターと第１の前側リンクアーム等を示す拡大分解斜視図
である。
【図１４】右側のルートアジャスターと第２の前側リンクアーム等を示す拡大分解斜視図
である。
【図１５】右側のルートアジャスターと第２の前側リンクアーム等を図１４とは異なる方
向で見た状態で示す拡大分解斜視図である。
【図１６】ルートアジャスターの拡大側面図である。
【図１７】図１８及び図１９と共にルートアジャスターの動作を示すものであり、本図は
、ルートアジャスターが中立位置にある状態を示す概略拡大平面図である。
【図１８】ルートアジャスターが一方へ回動された状態を示す概略拡大平面図である。
【図１９】ルートアジャスターが他方へ回動された状態を示す概略拡大平面図である。
【図２０】ベースシャーシの斜視図である。
【図２１】ベースシャーシの第１のベースの底面側とバネ部材を示す斜視図である。
【図２２】駆動モーター及び各ギヤ等を示す拡大分解斜視図である。
【図２３】プーリーホルダーとチャッキングプーリーを示す拡大分解斜視図である。
【図２４】チャッキングプーリーがプーリーホルダーに保持された状態を示す拡大斜視図
である。
【図２５】第１のプーリーホルダーと第２のプーリーホルダーが閉じた状態を示す平面図
である。
【図２６】第１のプーリーホルダーと第２のプーリーホルダーが開いた状態を示す平面図
である。
【図２７】連動レバーとスタートレバーを示す分解斜視図である。
【図２８】第１のメインスライダーとサブスライダーを示す分解斜視図である。
【図２９】第１のメインスライダーとサブスライダーを示す斜視図である。
【図３０】サブスライダーの一部及び作動レバー等を示す拡大斜視図である。
【図３１】第２のメインスライダーを示す斜視図である。
【図３２】サイドスライダーを示す斜視図である。
【図３３】第１のメインスライダーとサブスライダーと第２のメインスライダーとサイド
スライダーを示す斜視図である。
【図３４】第１のリンク機構と収納庫を示す斜視図である。
【図３５】第１のリンク機構と収納庫を分離して示す斜視図である。
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【図３６】第１の前側リンクアームと排出レバーを示す拡大斜視図である。
【図３７】押圧ローラー等が収納庫に収納された状態を示す概略拡大平面図である。
【図３８】第２のリンク機構を示す斜視図である。
【図３９】図４０乃至図７６と共にディスク搬送装置の動作を示すものであり、本図は、
リンク機構等の初期状態を示す概略平面図である。
【図４０】スライダー等の初期状態を示す概略平面図である。
【図４１】ユニットプレート等の初期状態を示す概略側面図である。
【図４２】ローディング動作が開始され、ディスク状記録媒体がチャッキング位置へ向け
て搬送されている状態を示す概略平面図である。
【図４３】引き続きディスク状記録媒体がチャッキング位置へ向けて搬送されている状態
を示す概略平面図である。
【図４４】リミットレバーの被作用軸によって作動レバーが押圧されて回動された状態を
示す概略拡大平面図である。
【図４５】引き続きディスク状記録媒体がチャッキング位置へ向けて搬送されている状態
を示す概略平面図である。
【図４６】引き続きディスク状記録媒体がチャッキング位置へ向けて搬送されている状態
を示す概略平面図である。
【図４７】引き続きディスク状記録媒体がチャッキング位置へ向けて搬送されている状態
を示す概略平面図である。
【図４８】引き続きディスク状記録媒体がチャッキング位置へ向けて搬送されている状態
を示す概略平面図である。
【図４９】サブスライダーが後方へ移動されている途中の状態を示す概略平面図である。
【図５０】第１のメインスライダーとサブスライダーが一体になって後方へ移動されてい
る途中の状態を示す概略平面図である。
【図５１】ユニットプレートが上方へ向けて移動されている途中の状態を示す概略側面図
である。
【図５２】第１のメインスライダーとサブスライダーが後方の移動端まで移動された状態
を示す概略平面図である。
【図５３】第１のレールと第２のレールが互いに離隔する方向へ移動され、押圧ローラー
と回転ローラーとディスク保持ピンがディスク状記録媒体の外周面から離隔された状態を
示す概略平面図である。
【図５４】ユニットプレートが上方の移動端まで移動された状態を示す概略側面図である
。
【図５５】イジェクト動作が開始され、ディスク状記録媒体がディスクカートリッジへ向
けて搬送されている状態を示す概略平面図である。
【図５６】ルートアジャスターが回動されて位置決め用突部がディスクカートリッジの保
持溝に挿入されて位置決めされた状態を示す拡大斜視図である。
【図５７】ルートアジャスターが回動されて位置決め用突部がディスクカートリッジの保
持溝に挿入される状態を示す拡大側面図である。
【図５８】リミットレバーの被作用軸によって作動レバーが押圧されてサブスライダーの
前方への移動が開始された状態を示す概略拡大平面図である。
【図５９】リミットレバーの被作用軸が作動レバーを乗り越えるようにして移動された状
態を示す概略拡大平面図である。
【図６０】リミットレバーの被作用軸が第１のメインスライダーに押圧されて第１のレー
ルの前方への移動が開始された状態を示す概略拡大平面図である。
【図６１】非噛合位置から第１のメインスライダーとサブスライダーが一体になって前方
へ移動されている途中の状態を示す概略平面図である。
【図６２】第１のメインスライダーとサブスライダーが非噛合位置から前方へ移動されロ
ック用レバーによってサブスライダーが第１のメインスライダーに対してロックされた状
態を示す概略拡大平面図である。
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【図６３】サイドスライダーが前方へ移動されているときのユニットプレートの状態を示
す概略側面図である。
【図６４】押圧ローラーによって押圧されてディスク状記録媒体がディスクカートリッジ
へ向けて搬送されている状態を示す概略平面図である。
【図６５】排出レバーが摺動突部に摺動されて押圧ローラーが下方へ移動された状態を示
す拡大斜視図である。
【図６６】ディスク状記録媒体が押圧ローラーによって押圧されてディスクカートリッジ
に収納されている状態を示す概略側面図である。
【図６７】引き続き押圧ローラーによって押圧されてディスク状記録媒体がディスクカー
トリッジへ向けて搬送されている状態を示す概略平面図である。
【図６８】引き続き押圧ローラーによって押圧されてディスク状記録媒体がディスクカー
トリッジに収納された状態を示す概略平面図である。
【図６９】ディスク状記録媒体が押圧ローラーによって押圧されてディスクカートリッジ
に収納された状態を示す概略側面図である。
【図７０】ディスク状記録媒体が押圧ローラーによって過剰に前方へ押圧されたときに、
リミットレバーと第１のレールの間に支持された引張バネが伸長された状態を示す概略平
面図である。
【図７１】ルートアジャスターの位置決め用突部がディスクカートリッジの保持溝から取
り出されなかったときに前側リンクアームの引掛部がルートアジャスターの係合部に係合
された状態を示す拡大斜視図である。
【図７２】前側リンクアームの引掛部がルートアジャスターの係合部から離隔されるとき
の状態を示す概略拡大平面図である。
【図７３】図７４乃至図７６と共に第１のメインスライダーとサブスライダーが前方の移
動端から非噛合位置まで後方へ移動されるときのロック用レバー等の動作を示すものであ
り、本図は、第１のメインスライダーとサブスライダーが前方の移動端から非噛合位置へ
向けて移動された直後の状態を示す概略拡大平面図である。
【図７４】引き続き第１のメインスライダーとサブスライダーが後方へ移動され、第１の
メインスライダーの第２のメインラック部と駆動ギヤの噛合が解除されたときにロック用
レバーによるサブスライダーのロックが解除された状態を示す概略拡大平面図である。
【図７５】引き続き第１のメインスライダーとサブスライダーが後方へ移動され、サブス
ライダーの第２のサブラック部と駆動ギヤの噛合が解除されるときの状態を示す概略拡大
平面図である。
【図７６】サブスライダーが非噛合位置まで移動された状態を示す概略拡大平面図である
。
【符号の説明】
【０３７７】
　１…ディスクカートリッジ、１６ｃ…保持溝、２１…ディスク搬送装置、３１…ルート
アジャスター、３４…位置決め用突部、３４ａ…被案内面、３５ａ…係合部、３７…位置
決め溝、３７ａ…案内面、３９…戻しバネ、１０２…第１の前側リンクアーム、１０３…
第１の後側リンクアーム、１０４…第１のレール、１０５ａ…引掛部、１０８…排出レバ
ー、１２１…第２の前側リンクアーム、１２２…第２の後側リンクアーム、１２３…第２
のレール、１２４ａ…引掛部、２００…ディスク状記録媒体
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